
５１８．５１９は複合口縁壷。518は外反する一次口縁の

上に二次口縁を貼り足すが、二次口縁が剥落。鍔状部

となった一次口縁端面と上面に、クシ描き波状文がみ

られる。519は頚部に突帯を貼り付け、短く屈曲する

口縁部が、「〈」の次状に短く内側に屈曲させる。二

次口縁部外面と頚部にクシ描き波状文がみられる。

５２０．５２１は大きくラッパ状に開く口縁部。520は端

部を下方にやや肥厚させ、端面にクシ描き波状文を施

す。521は口縁端部下側にクシ描き波状文を巡らす。

器壁が薄く仕上げが丁寧で、壷以外の可能性も残る。

522.523は二重口縁壷の接合部か。

524～572は壷底部。524～537は、底部から一度立ち

上がってから体部へと外傾する平底の底部。底部は分

厚く、胎土に砂粒・砂牒を多く含み、前期から中期前

葉に遡る可能性が高い。538～549は、微弱な例も含ん

だ凹底の底部。538～540は、底部から一度立ち上がっ

てから体部へと外傾し、他は基本的に底部から直接体

部が外傾して立ち上がる｡546～549は明確な凹み底で、

549はむしろ高台状。そのため、５４７．５４９は底部から

一度立ち上がってから外傾する。550～554は平底の底

部で、底部から直接体部へとやや外反気味に立ち上が

る。555～557は平底で、一度底部から立ち上がってか

ら休部へと外傾するが、底部が薄くやや小型。558.

559は、平底の底部から内湾気味に体部へと立ち上が

る。560～567は、体部に比べかなり小型化した平底の

底部。560は若干凹み、562はむしろ凸気味。５６６．５６７

は体部の立ち上がりがややきつく、尭の可能性もあ

る。568～572は凸状の底部で小型のため、喪あるいは

鉢の可能性もある。573は小型の高台状。574は丸底で

厚い。

575～579は突帯文系の莞。575～577は口縁から少し

下がった位置に薄い断面三角形の突帯を貼り付け、刻

み目は小さい。口縁端部は尖り気味。575は器壁が薄

く、突帯と口縁端部が平行せず、波状口縁の可能性が

ある。577の突帯は口縁端部に向かって貼り付けが広

がる。５７８．５７９は口縁位置が不明ながら、体部に突帯

を貼り付ける。578の突帯は低く、細かく刻む。579の

突帯は断面方形状に高い（図版２２－１）。

580～584は、前期でも中葉以前に遡る可能性の高い

莞。５８０．５８１は緩やかな如意状口縁。581は口縁端部

全面を刻み、口縁部下に沈線はない。580は口縁端部

を全面刻み、口縁部下は上下を削り出しによって軽微

な幅１cm前後の段とし、さらに２条のへラ描き沈線を
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加えている（図版２２－１）。582～584は如意状からさ

らに屈曲が強くなった口縁部。582は口縁下端部を大

ぶりに刻み、583は全面を細かく刻む。584は横ナデの

強い口縁端部の下端に、横広の押圧を施している。中

期中葉まで降る可能性もある。585は尭体部片で、上

端に２条のへラ描き沈線が残る。

586～594は前期後葉（図版２２－２)。586～588は、

口縁端部に接して突帯を貼り付ける、所謂瀬戸内型

尭。586は無文。587は７条のへラ描き沈線に１列の刺

突文、588は８条のへラ描き沈線に円管刺突文１列。

589～591は、同様に多条のへラ描き沈線をもつ、折り

曲げ口縁の婆。そして、592～594は多条へラ描き沈線

文をもつ体部片。5931まへラ描き沈線の間に刺突文列

を挿入している。

595～598はクシ描き文をもつ尭で中期前葉（図版２２

－２)。595は瀬戸内型尭で４条ｌ単位のクシ描き文。

596は折り曲げ口縁で４条ｌ単位のクシ描き文を３単

位重ね、最下部に刺突文列を加える。597は強く逆Ｌ

字状に屈曲する口縁で、４条１単位のクシ描き文を３

単位重ね、波状文を加える。この文様構成と、かなり

内傾する休部から、無頚壷とすべきかもしれない。

598もクシ描き文をもつ体部小片。

599は体部の最大幅部に刺突文１列のみをもつ妻休

部。刺突文の特徴から、中期前葉を前後する時期。

600は尭蓋。尭蓋自体、中期以降ほとんどなく、こ

こで提示した。頂部は欠損するが、体部は頂部からハ

の字状に開き、端部はさらに外反する。頂部内面は横

方向のケズリがなされている（図版２２－３)。

601～620は中期中葉から後葉の蓋（図版２２－４)。

確実に中期中葉に限定できるのは601．大型で、口縁

端部に断面三角形の大きな突帯を貼り付けて上面を水

平とし、さらに少し下がった位置に突帯を貼り付け、

Ｆ字状。下方の突帯には押圧を施している。

602～606は上半が張る胴部から、「<」の字状に屈

曲して口縁部となり、端部は若干肥厚する程度で、横

ナデは顕著でない。中期中葉に遡る形態であるが、後

葉にも残る。

同様に、端部に横ナデが卓越しないのが609～

611.607.608は横ナデが口縁部全体に及び、そのた

め内湾して受け口状の口縁部となる。607は頚部に布

目押圧突帯をもつ。これらは、中期後葉の松山平野で

も、道後城北遺跡群にのみ認められる形態である。

609～611は短く、「<」の字状に屈曲する口縁部で、
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７１５

頚部には押圧ないし刻み目突帯を貼り付ける。610の

口縁端部は、横ナデによりわずかに凹状。中期後葉。

612～620は口縁端部に横ナデが卓越する喪で、中期

後葉。612は口縁端部を横ナデによりつまみ上げ、６１３

では端面の横ナデも顕著。614～616は一層明瞭な横ナ

デにより、１条の凹線文となっている。616は上半が

残り、内外面頚部付近まで横ナデが施され、外面は以

下に縦方向のハケ目が残り、その上から板小口による

｢ノ」字状の押圧文が胴最大径部より若干上に施され

ている。内面はヘラケズリが横ナデ付近まで及び、そ

の後一部ハケ目調整も行われている。このケズりによ

､
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図１１７SR-301-③層出土遺物田一弥生土器⑬－（縮尺1/3）
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り、器壁はかなり薄く仕上げられている。617.618は、

口縁端のつまみ上げをより大きくし、凹線文も幅広と

なっている。また頚部には刻み目突帯を貼り付ける。

619は口縁端部を上下にやや拡張し、２条の凹線文を

施す。620も口縁端部に２条の凹線文を施し、頚部に

布目押圧突帯をもつ。

621～639は後期の謡（図版２２－５)。６２１．６２２は口

縁部に凹線文あるいは擬凹線文をもつが、頚部の屈曲

が中期後葉に比べて緩やかで、後期初頭に位置づけ

られる。623も体部は張るが、頚部の屈曲が緩やか。

624.625は口縁端部が三角形状にやや肥厚し、626は

、

３
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端部の横ナデがやや強く、627は口縁外端面を丸く、

上端をやや尖り気味に収める。628は口縁下端を下方

に肥厚させる。後期前葉を前後する時期か。

629は頚部から外反して、横ナデにより端部を上下

につまみ出して拡張する。胎土に雲母・角閃石を多く

含み、搬入品である。

630～633は、頚部からやや長く外反してのびる口縁

部。後期中葉頃か。

６３４．６３５は頚部内面が明確な稜を形成し、体部は外

面にタタキ調整を残し、634はとくに顕著にタタキ目

を残す。後期後葉。636～638は、やや立ち気味に長く

外反してのびる口縁部。やはり後期後葉か。639は、

外面タタキ後ハケ目調整、内面にケズリを行う尭体部

片。後期後葉。

640～681は謡底部。641～652は基本的に平底の厚い

底部。胎土に砂粒・砂喋を多く含み、中期前葉以前に

遡る可能性が高い｡640は底部が外に張り出し､分厚い。

６４２．６４３．６４８も分厚い底部である。647は焼成後穿

孔がなされ、甑として利用されたとみられる。６４８．

６５０．６５１は若干凹み底。

653～660は薄い平底の底部で、一度底部から立ち上

がって外傾する。また、外面には縦方向のミガキが行

われる。中期中葉から後葉。

661～663は上げ底。後述と比べ､その程度は小さく、

また小型。鉢底部の可能性も残る。

664～681は明瞭な上げ底で、底部外面が大きくくび

れる。時期は中期中葉から後期前葉。679は焼成後穿

孔がなされ、甑としての利用が窺える。680.681は底

径がかなり大きく、鉢底部の可能性もある。

682～709は高杯。682は水平の鋤先状口縁をなす坪

部。683は低脚でやや径の大きい脚裾部。これらは中

期中葉。

684～696は中期後葉の高杯。684～687は口縁部外面

に凹線文を巡らす。６８４．６８５は内湾し、凹線文下に刺

突文を加える。６８６．６８７は屈曲して立ち上がる口縁部

に凹線文を施す。688は杯接合部から脚裾までが残る。

坪底部は円盤充填し、脚上端に８条のへラ描き沈線、

その下に未貫通の矢羽根透が７方向にあり、脚裾部に

２条の凹線文が巡る（図版２２－６)。689～691は坪と

脚の接合部で、いずれも円盤充填。690と691には矢羽

根透の上端が残り、690は５単位。692は脚部。上下の

へラ描き沈線文帯間に未貫通の矢羽根透が施され長

脚。693～696は脚裾部。脚裾外面に２ないし３条の凹

１６５

Ⅱ－１０Ⅱ層下の遺構と出土遺物

線文、脚下端面にも１条の凹線文を施し、693～６９５

には矢羽根透が認められる。

697は杯中位から脚端部。脚は低脚。坪底部は欠落

するが円盤充填。脚上部には８条のへラ描き沈線を施

し、その下位に透が痕跡化した、ヘラ描きの逆ｖ字文

が１１単位巡り、脚端部は無文。凹線文は確認できない

が、形態から中期後葉か（図版２２－７)。698は円盤充

填部が欠落するが、短脚の脚部。

699～709は後期の高坪（図版２２－８)。699は坪底部

を充填するが、脚裾部は変換点をもって広がり、そ

れ以上の内面は粗いケズリ調整を行う。700は細い脚

上端部。坪底も一部残る。701.702は坪底部に「ハ」

の字状に開く脚上端部が接合し、低脚になるとみられ

る。703も開放した脚上端部に坪が接合し、脚柱部に

は千鳥に３段、４方向に円形透が開き、裾部は大きく

広がる。704は杯底を円盤充填し、脚部はやや膨らみ

をもち、３方向の円形透がみられる。705はエンタシ

ス状に中膨らみの脚柱部。坪部とは円盤充填で、裾部

も接合部で大きく広がる。内面にはナデつけた痕跡が

よく残る。706も裾広がりの脚部。杯部との接合部が

わずかに残る。脚内面は横方向のケズリ調整。707も

裾広がりの脚柱部で、裾への変換部上位に円形透がみ

られる。７０８．７０９は脚裾部。708は横ナデが脚端部に

みられ、脚裾部には小さな円形透が巡る。709は大き

くラッパ状に裾広がりになる。

710～727は鉢類を一括した。７１０．７１１は直口の鉢。

とくに711は大型｡712は鋤先状口縁で小型｡脚が付き、

高坪となる可能性もある。７１３．７１４は、「〈」の字状

に屈曲して外に開く口縁の小型鉢。

715.716は大型の逆「く」の字状に屈曲する口縁部。

715は端部に２条の凹線文を施し、２段に「ノ」字状

刺突文が巡り、その間に円形浮文を貼り付ける。７１６

は口縁端部が鋤先状、口縁下に左下がりのＬ鋸歯文を

巡らせ、下を突帯で区画する。胎土に角閃石の細粒を

含み、中部瀬戸内地域からの搬入品とみられる。７１７

は脚柱部で、上からへラ描き沈線12条、Ｌ鋸歯文とそ

の間に円形透、さらにへラ描き沈線６条を細い工具で

施文する。形態的特徴から716同様、中部瀬戸内地域

からの搬入品とみられる（図版２２－９)。

718は、上下に拡張した口縁端部に凹線文を４条以

上もち、円管刺突文を施した花文状の円形浮文を貼り

付ける。壷口縁の可能性も残るが、円形浮文の特徴か

ら、器台口縁部の可能性が高い（図版２２－９）。
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７１９．７２０は湾曲した棒状で、ジョッキ形土器の把手

部である。719の断面は、片側が厚みを増しいびつ。

721は底径と体部の立ち上がり具合から、ジョッキ形

土器の底部とみられる。

722～727は、鉢の可能性が高い底部。７２２．７２３は上

げ底状の底部。同様の上げ底翌底部に比べ、立ち上が

りがやや低く、肩平な感が強い。724～727は小型凸状

の底部。饗あるいは壷の可能性も残る。

、

５

、

、

７
３

728～733は支脚（図版２３－１）。728は把手部を欠損

し円錐状。外面は平行のタタキ目を全面に残し、内面

も指オサエを顕著に残す。把手部は頂部から斜･め上２

方向に付されていたとみられる。729も、同様に２方

向に把手部がのびていた支脚であるが、ちょうど半身

が残るのみ。内外面とも指オサエ痕が顕著に残る。

730は中実で、片側が鰭状に突出し、わずかに湾曲が

ある。支脚把手部の破片とした。731～733は脚部。

731.732は中空の脚部で、調整は高坪に比べて粗い。

733は中実で、上端面の一部が残り、低脚となる。

734～736は手握ね土器あるいはミニチュア土器。

734は手提ねの小型鉢。丸底の椀状で、内外面に指オ

サエ痕を顕著に残す。735は台付鉢のミニチュア。浅

い坪状の鉢に上げ底の高台が付き、内外面に指オサエ

痕が顕著に残る。736は、「く」の字状に口縁が開く尭

形のミニチュア。

図１１８SR801-③層出土遺物田一弥生土器⑭一（縮尺1/3）
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[縄文士器］

縄文土器は、737～780の44点を提示する（図１２０．

１２１、図版２３－２～８)。

737はやや外反気味の体部に、連続爪形文を密に施

した低平な隆帯２帯がみられる。738は垂下する突帯

上を連弧状に刻み、同様の刺突文が交差する。739は

平底からわずかに凹む底部で、外面に幅約６mmのＲ縄

文が施される｡以上は中期船元式に位置づけられる(図

版２３－２)。

740～767は後期。７４０．７４１は波状口縁で無文。７４０

は内外面に巻貝条痕がよく残る。742は表面が磨滅す

るが､外面に沈線２条が残る。743はＪ字文がみられ、

その間に磨消縄文（RL）がある（図版２３－３)。

744は微弱ながら波状口縁を呈し､幅広く肥厚する。

口縁波頂部下には径約２cmの円文が配され、その間は

３条の太い沈線で区画され､ＲＬ縄文が施されている。

また口縁部直下には、太い沈線が横走し、波頂部で折

り返されている。内外面調整は巻貝条痕である（図版

２３－４)。

745は胴部以下を欠損するが､双耳壷の波状突起部。

口縁部外面には沈線が施されるが、途切れて長く続か

ない。沈線間にはＲＬ縄文が施される。内面には粘土

紐の痕跡が明瞭に残る（図版２３－５)。

７４６．７４７は、肥厚する口縁部の下端に刺突文が施さ

れる。７４８．７４９は、外反する口縁端部に粘土帯を貼り

足して肥厚させている。いずれも外面は巻貝による条

痕調整。７５０．７５１は外反する口縁端部を刻む。752.

753はやや内湾気味に肥厚する口縁部。752は外面巻貝

条痕がよく残り、内面はおこげ状に炭化物が付着する

(図版２３－６）。
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Ⅱ－１０Ⅱ層下の遺構と出土遺物

754～759は外反する口縁部。754は端部が外側に三

角形状に肥厚する。761.762は体部片で､761は湾曲部。

いずれも巻貝条痕調整。

763～767は浅鉢。763は内湾気味に外傾し、端部は

尖り気味に収める。外面はナデ調整、内面に巻貝条

痕が残る。764は端部がやや内傾して外側を段状に肥

厚させる。７６５．７６７は端部を大きく内傾内湾させる。

767は体部片で、外面に無節縄文が施される。

768～773は晩期（図版２３－７)。７６８．７６９は休部屈

曲部で、下半にケズリを施し、外反する上半部は丁寧

なナデ。770は屈曲部に１条のへラ描き沈線をもち、

上半には４条単位のへラ描き山形文を施す。771もそ

の部位の小片。772は外反する口縁端部を刻み、端部

から少し下がった位置に突帯を貼り付けて刻む。突帯

下には、垂下する３条の太いへラ描き沈線と、両側が

裾広がりの微弱な３条のへラ描き沈線がある。また、

外面には煤の付着が認められる。773は浅鉢口縁部。

内外面を肥厚させ、断面菱形状を呈する。

774～780は底部。774は、薄い円盤状の平底の上に

休部を積んでいたのが剥落している。775～777は小片

ながら､凹み底とみられる。778～780は高台状の底部。

778は低平で、780は明確な高い高台。

[±製品］

土製品としては、管状土錘が１点と円盤状土製品２

点がある（図122)。781は半分が欠損した管状土錘◎

長辺は４cm程度と、小さく軽い。７８２．７８３は円盤状土

製品で、胎土および断面形状から、弥生土器片を転

用したものとみられる。782は径約42cm、厚さ0.9cm、

783は径約55cm、厚さ0.6～0.8cm･いずれも穿孔は認め

られず、紡錘車未製品の可能性が高い。
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図１２２SR-301-③層出土遺物㈹－土製品一（縮尺1/2）
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[石器］

石器は24点を提示する（図123～125、図版２４－１～

７)。

784～792は打製の剥片石器あるいは剥片・石核。

784～789はサヌカイト製。784は平面三角形状の刃器

で、長辺に細かい調整剥離を施し刃部とする。掻器ま

たは削器として使用したと考えられ、使用痕と推定さ

れるつぶれが認められる（図版２４－１）。785も刃器の

可能性がある。刃部は狭い範囲に形成され、対辺にも

調整剥離を施すが、片面のみで厚い（図版２４－２)。

786の縁辺部には調整剥離が認められ、刃器刃部の可

能性がある。787～789は剥片。790は防府産の可能性

がある安山岩剥片。水流による磨滅が著しい（図版2４

〆

〆

ノ蕊、
〃

二皇鮮

Ｉ
｢一九へ

、

、域参一 8０３

lｒ

8０６

－３）。791は赤色頁岩剥片。792は玉随の石核。相対

する２辺から剥出されている。

793は結晶片岩製の石庖丁。全面を研磨し製品とし

て仕上げた後、片面が節理に沿って破損。その後縁辺

部を研磨し、再利用したものと考えられる。半分が欠

損（図版２４－４)。７９４．７９５は結晶片岩で、素材とし

て持ち込まれたものである。796～798は磨石。797は

防府産安山岩の可能性があり、他は砂岩製。798には

研磨痕が残る。799は砂岩製の鼓石。径８～１５mm程度

の剥離が数箇所認められる。

800～802は砥石。800は手持ちで火山岩製。４面と

も使用しており、幅１２mm程度の平らな痕跡と、幅５ｍｍ

程度の棒状の痕跡が残る（図版２４－６)。801は防府産
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図１２５SR-301-③層出土遺物㈱一石器③一（縮尺1/2）
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安山岩の可能性がある。802は砂岩製。長辺はすべて

砥面として使用しており、短辺には敵打痕がわずかに

残る（図版２４－７)。

803～807は台石。803～806は砂岩製で、807は閃緑

岩とみられ、敵打後砥石としても使用されている。

[鉄器］

鉄器は３点を図示する（図126、図版２４－８)。

808は不明鉄器。断面は方形で釘に近いが、片側端

部が肩平と推定され、釘の可能性は低い。809は平根

式の鉄族。錐身は三角形で、雛身関は明確でないが、

頚部関は直角と推定される(図版２４－８)。810は鉄津。

④SR-301-④層（e3層）の出土遺物

SR-301-④層として取り上げた遺物は、弥生土器を

主体としながら、須恵器・土師器も若干含む。土師器

皿には底部にへう切り離し痕を残すものがあり、また

内黒の黒色土器体部片がある。したがって、SR-301‐

②層からあまり遡らない堆積と考えられる。

出土遺物から、９点を図化した（図127)。

ｌは土師器皿の底部。底面に回転へラ切り痕が残

る。赤彩の可能性もある。２は須恵器長頚壷の肩部片。

３～５は弥生土器。３は尭口縁部。胴部からほぼ直

角に屈曲して水平方向にのびる。端部は横ナデにより

つまみ上げられたような形状を呈する。外面縦ハケ

目、内面ナデを施す。４は高坪口縁部で、外面に多条

の凹線文を施す。５は高坪脚部で、脚最上部付近に凹

線文を施す。現状で３条が残存◎３～５は伊･予中部Ⅳ

様式にあたる。
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l:緑継外１１i:':sへラ記が：×》。．l箭

而晴灰批色‘，ノ1英・長ｉｆの砂位-､.

‘I繕椛阿外而縦す-デ、休部外而ノ

４コ､以ＦのI縦．,鱈ｉ・チヤ．．’

〕ある破隣･あIj⑥１１織部内外罰横弓･デ。ｊｉ雌|群圃縦ハクＥ

'部Ｆ･Ｉ輔よＴＩ.’､が1ノノ､ヶ；&鰯ち迦韓が￥ハヶロ･広外画にぷぃ聯色。

'･府英・憂鞭の砂1iルー細磯騒ぐ、赤色粒麦ばら:品含む‐

内ﾀ|雷』極ゾデ，灰色露.i『英・長ｲ;の砂:位やや多く含む

仇１

外
合

判
く

ｉ

円外

外廠奮誠、１Ｋ.1ｵim1I論『ﾀー 阪世。可

測外l前同転;･ヂ、天井郊外間liill伽

内外Iili回転･;－．歩。可外向灰色、断圃

!人外l虻画転･Ｉデ。灰色。織細駿石

胎色

ﾊﾛ舛

恥品

髄画転ずｰｧ:。門外而毒褐色〈赤彩残存i､断而浅黄概仏､,織物|謹諜･蛙Z栽憾らI;含む

侭|権ﾒー テ．：‘L;衝磨滅。外iki・・擁赤憎fiL〈赤彩残偽、断而澄色。徽制な&:柴・皇ｲ訓斎
奇む

i;帳ナデc1人11n噸滅忌内外的:弓ぶい!'[‘低i皇昌海台・・部憧色(赤彩残存)”碓訓“談･妊石、
臆ポばらに含む。

蕗減。副外l姉引赤猶色（赤彩一・部独鍵、断面にぶぃ前橋仏躯桃・怪ｒ１の砂粒わ弓l噂か

牌餓‘１１A』外睡隠蕊い慌磁内,闘一削蛾赤謁色（赤彩残瀞：微細鞍:肝炎・野、赤色粒ま
呂含･Ｌ

登-..転ｊずゅ外捌

iビハケ.;の峰号I‘禄

鍛鞄・呉色《燃
吋k，雲母やや多

減‘ｌ内外唾{締･す'か。同外、剥亦渇色，ｉｊＭｉ(二ぷい黄色・論災量荊『､鰯砂粒一,細磯拶

而同紙J-デ‘，沢色蜜信英・長打の砂粒まばら(こ含む､，

而同惟ｰテ、蝉;部外所へラケズリ。偲而灰色、内而灰E癖.、朽英･反iiの砂粒やや錫

:::i転・フデ。Ｉ火色冒蒋夫・提

ﾉ･Ｉ外lji砿･司

憩b黄鐙色、#

椎ナデ.,１Ｗ§而赤褐極く‐部赤彩残存》、斯麗:にぶじ3機色『牙-.災・授万の砂1粒堂ぱ

造ナデ、．

燕(こへラ記号く
う訂英・」釘fの

e･肌Ｉ

削・・器

.:i仙方向，

＝､ﾛ…１面1人Ｆ蒜I

澗子･デ。ｌ：識稲内lIlj砿７･デ、肋部内:劇･J-芦か。にぶい亦描色、Ｆ半

砂粒ま甑らiｇ含む

錦il外而が:ﾆがりハケ::、休部湖面横ハケｉｉのら-i･デ。内外面:､：

ロ蕊・曇とiの砂溌-蛎訓礁多

SII債１－デ、、削面は:1鍬部横ﾉ､ク：:、肌部州ノデのち槻ハケ！.．；･･鈍

りも稀、脚i蒜:縁祁･-洲部:辞顔l‘'色、、勾而1,.1．灰jf栂色･石梶・蔓
〈含Ｉ

ＨＩＪ
Ｊ④.

沙牧．

|;外向帰銅I｡.:.､のち縦方:『Ilハク；I、ｉﾊi閲脂オ･IF･_冠.のち検･j-･芦。１人l外

|】煤fjXfo:IT盤・艮荊の砂極､･細撰拶<含む､，

jQMl榔外1脚毎亀がりﾊｳｰIi、内向,‘部枇ハケF;、ド部.

笹色‘‘イ写英・異.ffの砂粒--細際、亦値粒多く含む。

外面讃Ｊ･デ．休部外面雄鼻がりハヶビ:、タト齢.ぶい茄構色、

::磯多く含む

部拙；･ヂ、Ｍ祁外Ｗ左！zがりハヶ.弓。脚外filUjiM色、；Iji

!,祭多く含む卿

:Ｉか、Ｊ{&部瑚而ー テ･内鋲而に蕊い褐色､､外而蝋梱許ｕ
砂粧－，.峠多く含む皿

の砂粒、溌化秘奈ばら5Ｆ含rＬ

!:､提曇.r９．鐸砂:|:k、炭化窃謬く

ラヶスソ。灰色。１７炎景了旨.の砂紘まばらi二合･心。

i混黄色。Ｚｒ典､経Ｘｆ”砂粒、微細象炭化物貴ばら､晶含[.

長X３．綻化物麦ばら(‐含む．

粘
号

収
審

Ｑ

１
」

刊
毛
Ｐ

3１

３１

３１

3１

３１

３１

3］

3２

3２

一
塊

３２

rJE:
Ｊ４Ｊ

1621

Ｇ２城 DＱ４ iIX醒器 赤身 ;.､半部
両タ 駒:.:1祇ナデ。；I識部外TI～内I熊灰色、体郊外耐熱色<I肴然帳。軒jt;・催Z:.の砂紘まくよ

含む‘

弱

９Ｊ

R6認４

R630ﾕ７

2３

蝿１９５

'Ⅱ

Ｕ２脳

[塑蜘

心2廟

ＤＷ

ザ、~

ムノL

、Ｔ‘１９

;〕S4E

１７ 蜘胤器

頁恵

面惑器

須恵器

坤身

坤嵯

坪身

上!;身

Ll;‘身

休部

全形

雌祁

1.-催部

~･半淵

'八l

内タ

外
室

踊
喋

1外 i回職ﾅｰテ．外而M･休部胴.半I劃戟へラケズ.ｊ《：：卿外而灰色、断而灰券色＊ィ

ぎらに金と

iII'11侭ｰヂ、Ｉ駈描外噸冗唾へラヶズリ。峡色,所§.災・焼石砂砂裁～綱磁多

:同転ナデ､休部‘･半面職へラケズ;ノュ灰

岡
ら

一
剛
暇

ｒＵｐ

紅ｰヂ、休部I,半阿転へラヶズ･』・外諭i火色、・勾耐灰黄色。子.災・低石の砂粒･~鋼

『二守述」

雌ナデ“灰‘蜜ﾖ色‘，ｆ･英・良.侭の妙趣｡､-矧嬢、炭化物ま:nXらiご含'４

詮禰英･蝋石の砂粒、炭化脚まＩ

f菱・長.iLiの

Ｌ
口
型

《
■
己

賞ら1尾含むこ

2噸

G2銅

瓶!‘.A器

n曲

Ll;身

川､身

.｢､､半闘

仏部
幻
．

'１:11砿ナラ'、外､『『半.;;’

:､細ナデ‘外面嬢灰色

号へラケ･ズ,ﾉ,，j火魚ぃィ;蕊・腿べ．抑妙:位富減ら(ご含む皿

r:然:仙)、剖而沃色ｎ打共･長ｲざの砂は､股化物:憎澱らく与禽も

2Ｍ

RC327： r61tiZ

IF2鼎

じ2廟

須恵I」

鋼

hi,勘

','､身

庇部

|醗諦

幻
．
申
埜

‐
〕

外向:郡

侭1デ後､底部外面何輯へラケズ.』，唾部内両,携置方向-ﾉｰヂ｡,灰．，i色。微洲なｲi英
らに含む

ラケズリ、内面F1紙.ｊ･デ。劉而,：心部に背

iこ含み、：;;::;::以『･の砂:位・災化物わずかに

皮 虻 あ て 具 拠 。 灰 色 。 獅 英 ・ 受 荷 ’

R63123 吟2嬬 殉,嘘 :ｌ識部 かえりあ!)。殉外郵回侭ｰヂ。内外面灰色、断面灰褐色。ラＦ災・憂志”砂粒わずか:晶含＃

2607 145 2廟

Ｇ２嫡

12咽

Ｇ２耐

、‘劃９

胃〕聖!

疲忠；

罰贈

弧恵袈

ﾛ恵器

坪装

罰;身

坪易

１．.半昌

:..学畠

:号樗部

J君磯部

:Al外血:1J蛭７，．y:。’‘J外I瞳灰色富微細厳ｲ』異是雅＃

i増面牌餓箪晩成軟質I＞臓睡診侭細な.if英・菱‘i｢叢億・Ｊ

.Ｊ､１４
■二』 而.ILlZ転･デ｡紙色｡縦鋼な！『蕊･異ｲfわずかに含述

n§何転学・苧Ｊ駄色凸潅英・長凋の砂粒一細磯わずかに含む，

､,含む

Ｉ邑含も

３５

関恵器

績恵器

坪巽

脈；

｡．-膳型（
■■■■■凸｡

Ｌ･半剛 1兆ｐ
■９

糊 前回砿ナデ。灰色。￥･蕊・艮高の砂靴まばら浬含#〕．

|mim1I簿･ブ豊篭焼成やや恢腫画横世暑Ｚｉ災・艇Ｚｉの砂糠瞳赤色枕まばら〔‘~全･し‘，

2面 ＤＹｉ,岬Iilll 須遡

須恵

LI:身

IF･身

.里半部

ト.半

|母

内

ミブテ’１ljl鐸』 面自然;{111,名英・｣･難.の砂粒わずか《こ含む卿

Ｆ
、

己2阿

c2耐 ＤＶ４９

自慰1４

須恵Ｒ

日恵用

仙忽器

i1・身

坪職

面哩身

坪身

!』侭部

と1稲

監凪l甥

i・半部

内ク

内外耐|I:1１

内ﾀ|,､rilil

面1１

･ナデ区灰色。微細

ｊー ヂ．灰』,色。紺

悶予デ但灰1.:色

”･デ段灰E:f’

:P万.典・艇万、炭化物わずかに含む。

弥な万仇・｣鋸.'わずかに台ｔ

,‘な.‘1.挺．j唖..わずかlこ含む。

,.なZ・塊・艮挫:まiHWらに含む⑪

92胴 閲恵； ;l緑I滞 $､えりあ}恥･Al外面::幕.極ー デ唾､娯匁‘,徹細なｨ:災･長X5やや夢く釘と
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雛

r6187

e2屑117 3６
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読 誰

１２６ R62170 r6099 齢

137 R62891 r6１５１ 3７

149 R62976 r6１５７

１６９

158 R63247 ＤＶ４７ 3７

r6208 3７

１６２

R62984

e2層

176

r6085 DＱ４７ 3７

ｌ

諏
一
訂
一
師
一
説
一
説
一
銅
一
訂
一
訴
一
訂

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
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ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
－
Ｉ
ｌ
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ｌ
１
１
－
１

３２１Ｆ

７
｜
ｏ
Ｆ
－
７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
Ｃ
ｆ
ｌ
７

遺物併号

挿図

109

110

1１１

113

究測

X唾迩３

Ｒ侭

Ｒ63｛

Ｒ6２

Ｈ63327

R633S

l]８

乳９

取 上

r61]７

１．６１６１

r6129

患.:呂併i栂

隔位

e2胴

巳2凧

c2層

Ｂ２用

e21EW

e2厨

ii榊・地|メ

DＵ４７

Z>Ｖ5０

遥鞠内容

種別

須恵Ｒ

須恵

弧恵饗

須恵骨

fl恵悟

須恵:

播種

蒜

蒜

蓋

蒜

蓋

部位

|i緑部

::溌部

;I緑部

11縁部

li縁部

:I蒜部

文様・諏桜・色調・船.-などの蒋徴

かえりあり。内外而阿転・,-デ。内外面灰色。府英・長石の砂粒まばらに含む画

かえ

内外詞回転う･デ。内外而灰ﾛﾖ色、外面部十.ｊ－プ褐色〈r1然紬〉。｛鋤|雌,Li英・長石、炭

化鞠わずかI昂含も

内外誇回!侭テ･デ。灰.理:色。徹細な:¥,瞳英・』墨iおずかに含む。

内外面同職･；・鏡。灰Ｈ色･徹細な荊英・長石まばらに含む｡

内外面何Ｉ侭ﾗｰヂ。外而灰直急、内面明褐色（磯槙後i二割落した酸化鉄1局よる)．犠細な石英

艮陥jわずかにi4Tむ。

あり。内外面阿抵ﾂ･デ｡内外面灰:'色､内而…部灰急｡謝英･長石の砂:枕わずか侭含む。

収納
番号

3６

3６

託

R630S7

c21E

c2届

ＤＳ

ロ、ｔモ

ュグL､ 須恵：

I恵 球
■■画■

］Ｊ１、

.'緑部

:I篭部

内外面回娠ー ヂ‘，

内外面回転ナデ。択色．万炎・是茨の砂粒わずかに含む。

随色。微細な石英・長荘多く含む。 ３７

3７

舟 L8７

e2吋

e2局

e2廟

DＱ４７

ご〕Ｔ4９

須忠骨

須恵善

須恵器

j派

１１、

全形

:I織部

１１縁部

内外面何噸･ﾀｰデ､外底面.閲:帳へラ切り議し寵灰『『色s石英・長軒の砂粒多く含む。

内外面磨滅、Ｆ刑端デか？外面灰色、内面淡就睡一微細象斬災曇忘・要厭と赤色粒やや霧
<含む

内面雁へ末甥〈ｘ､。肉外面回転･ﾅー ヂ。灰:.§侭，緬英・憂石の砂粒わずかに含む

R62273 r6１０９ e2周 ｎＲ４７ 須恵器 珠 [1緑部 内外面嵯滅、同祇ｰヂか。娩成軟質で灰口侭参.:r『炎暴砿わずか侭含む。’ ３７

ﾕイ

１５ R6Z122 r6092

阿

ＤＱ１９

りじ4９

自恵：

須恵：

須蝦畳

蓋

蒜

,I縄部

Ii緑部

.I縁馴

内外而同職ﾅ･デ。灰色。徹細な石英・長櫛わずかに食む。

内ﾀ1.両回転･ﾅｰテ。内外而苗灰色、断而灰褐色。荷英・長ｒの砂粒～釧線まばら:､?含むﾛ。

内外面凹転j･デ。灰『~F色。微細な芯英・妥可【.、炭化物わずかに含む。

1９

2０

2１

2７

R623認

R62110

R62099

2271

If6】3２

ｒ６]】７

r6091

r6139

6090

６２１６

１０９

c2団

c2燭

e2用

e2覇

０２届

e2厄

Ｇ２届

Ｇ２局

e21Ｗ

e2胴

c2脳

c2届

Ｇ２届

、S‘１

DR49

DＱ４９

]〕550

-〕Ｑ

ＤＵ

X》１

ＤＲ

049

〕E’

i９

面恋：

頚

須恵：

H恵器

頭忠涛

読点響

須恵蓋

弧恵器

目恋器

自恵

須恵層

釘

器
、

藷

蓋

蒜

蕊

蓋

鎧

坪

坪

胸、

岬

|I縁淵

'1隷部

:I縁部

全形

|I縁剖

:1緑剖

つ室み

つ室み

.〕ぎみ

;Ｉ緑部

:_I認部

|I縁聞

内外i肺i1il端・デ、

内』

内４

、
内
の

外面磨滅、内面何帳;-デ谷焼成軟質。灰白色!，微釧な石英’長衝と炭化物まlぎらI;畠含む。

内外面層

赤焼Ｉ

赤焼Ｉ

証焼時価廓器‘擬顎珠状つ凄み。内外面回転ｰァ.，:憧色Ｊ蒋英・長打の鯵粒ど赤色粒わず方
に含む。

内外面凹転ヂデ。茨r･健勺２ｍ以下の:I桃・涯石まばら:ﾆ含む。

内外雷同極ﾃｰテ。灰色一荷英・長迩の砂粒、炭化物食ばら;ﾆ含む。‐

内外間回転す．デ。外面にぷい赤褐色、内面灰色翻膿馴揮血央･長石やや多く含む。

外面煙滅、同祇ナデか、内面回転う･デ。灰堂.色恵石英・差禰の砂粒わずかi是含徹

面河噸ヅ･･ラ

而回鞭ナラ

外面:口li擬ゾ完外面灰i､急、内面灰色。胆眺・長石の砂粒～細礁ま顕らに含む。５画以§
蔵状炭化9i馴茜遇

頁恵

|人l外l鰯ごぷい憧色。微細な石典・長君わずか｣二、赤色粒多く含む。

傘閲磨滅･撹色。微細な万共・長塚･鯵まぼ＃

一令師酉滅。憧色。打炎、挺石の砂粒まぱ畠

．娩さ歪みあり。灰色砲詮英・長ｈの砂粒まばらＩＦ含む。

蝿成やや軟質．内外而灰蝿色鴎微細なイi笑・長頴

隙1画『色．打英・長'2ｺ｢・チ･ャ・・トの砂粒まばらに含む！

含む‘‘

雁含む。

篭化物わずかに含む。

妬

3６

【
。

《
制

,３７

３７

３７

3７

3１

62728 r６ c2編 ､』型 1６ 杯 ?'縁部 内外亜回転Ｊ･デ。 侭色謬７ｊ夷・差X;･の砂誼、炭化物わずかに含む。 3７須恵

4３ ｒ622】６ e2厨 DX50畔 自恵器 I弓緑部 内外面凶転･ﾉｰヂ･灰白色s微細な石英，長.値･炭化物わずか､ﾆ含む。 '３
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､4５

４６
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,4８

XY63140

’Ｒ62224

Ｒ62031

Ｒ62924

377 ｒ6１

ｒ６：

ｒ6１

16〔

ｒｂ
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:7０

､0５

188

5２

Ｇ２団

G2照

Ｂ２掴

幽砺

eZlWZ

Z〕Ｒ2９

Ｄｇ４８

ＤＴｆ９

目恵擢

須恵器

貰恵＃

張恵器

鎖恵

坪

坪

全形

全ﾂＩ

全】

形

外面磨滅､脚血』
是石わずか仁含

内外面回振ナデ

v外面回転,-ずｃ焼成やや歎鷺。灰直色､:,ti英・菱石の砂粒わずか

価磨滅、lul帳ナデか､内而何転ﾅー ァ｡灰ixL鈴微細象石炎．鯉iまばら(r含む。
内外面回転･＃･デc灰内色･石英,長蒋の砂.位わずかに含む。

j転・‘-デ。焼成'よ瓦質に近い。浅黄穏色。’1隷部内外面贈灰色。微柵な堆英
むａ

､ﾀ|･賎而へラ切り鶏鍔痕。灰白魚。訂爽･鋒茨の砂粒と炭化物まばらiﾆ含む鴎

に含む。 ３７１

３７

３７

3７

３７

c2唖

G２ ＤＷ

貢恵

須恵器

坪 ;I緑部

'1緑部

内外面回転･デ：

内』 耐IEl鞭ナラ

外面灰才:ノープ色(直然仙)､内砿灰白色。布英･量茄の砂粒;|ﾌずか,ﾆ含む．

‘;微細な巧共・侭石わずか侭含む。

５４

、｡

５６

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

33562‐

62544

333ｍ

ｒ６

r6１

ｒｂ

４０９

185

１２９

１８４

e2耐

e21pi

2厨

』2用

Ｉ府

。Ｘ

ＤＶ

DＳ

１８ 須恵器

目恵器

須恵器

鎖恵器

墳潅器

坪

疎

坪

坪

;.'緑部

.I緑部

縁部

緩削

緑部

内』

内』

内＃

内』

内』

面ＩＥＩ転ナデ：

面凶娠･･デ

面1に1幅･妄

面同聴ｰﾃﾞ

、司娠ｰﾃ

紙rif

灰色ａ

F外而灰色、内面灰.鱒噌ｎ１錨雌石英・催石まばらに含む。

.灰白色。侭英・長ｲ:の砂救まばらiこ含む。

ﾖー 辰1;'翫砺mなｨ:f蕊.長石わずかl弓含む＝－

石炎・是万の砂粒まぽもＩ

石英・長万の砂粒わず分､i,弓含む。

回

■
壬
画

１
】

３

３

３

r61別 e2団 須恵２ 妹 全形 部内外I副回転･ナデ､内唾而ナデ。灰ｆ色“口縁部の，部暗灰黄色｡撤訓な石英･長蒋わ-１
;星含む。

6０ Ｒ63553

r6172 c2両

Ｑ２層 ＤＸ

自恵

須恵

f脈

坪

全形

li講話

内外面磨滅･ＩＥｌ帳ずｰ芦か？焼成やや戦質。灰塵色‘,撤訓な石災・長禰わずかに含む

内外面回転ー ヂ･内外面灰:Y色､１１縁部外面灰色(重ね暁き痕か）内面火熱｡石災‘畳石の砂粒
炭化物まばらに含む

Ｇ２届 ＤＹ

DS4

痢窺

緬悪

味

脈

、識謡

全形

全而府減、ｉ1.i幅う･デか。内外Ihi灰r1世、Ix荷部没灰色〆微剥な衝英・差衝わずかに含む

内外而何輯ナデ､内底面ｰヂ､外底面へラ切り難;〆痕｡灰白色｡石英･長灯の砂粒貴ばらiこ含む。
6３

6７

Ｒ620謎

r６

L2９

158

i２１

2届

〕堀

2堀

Z園

DS4

ＤＲ４９

1,1.列l
JqJ・』１

、Ｒ調

須忍

須恵Ｉ

須恵

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

』派

坪

脈

坪

j服

坪

全7ｆ

全Ⅳ

11縁部

ＩＥＩ緑部

i:織部

全１%

内外面回転･デ、外底面へラ切り雛:"摸。灰:，鱈。才英・長石の砂粒～細喋わ･ずかに含む。

全面塔流露・部刻転ノーデ残存。灰色。方英・長打の砂純、炭化物まばら:こ含む。

外面磨滅、：jLll筋画転ｊ･デ.』跳成やや軟質で腰白色。職

内外面回転ナデ罫内外面灰色、厳而峡筑掲色晦石英

内外而回転ナデ，〃融。石英・差X:.の砂斌、炭

内外面回維-ノデ。灰肖色。微綱な打英・曇Z;わずかに

内外面磨滅、画転,-．デか。焼成瓦質に近い。灰I:色、外底面部灰色。石典・曇Z.､の砂粒わ
ずかに含む

『..な訂芙・提Z,､わずかに含む曇

石の砂粒わずか侭含む皇

らに含む

む句11緑部

略１７１

[621s

Ｇ２周

Ｂ２届

2周

、Ｖ脚

須恵

須恵

貰恵

坪

坪

潮

誌部

鼠部

愚部

内外而凶賑ゾデ．外面汰色、内面灰1句色ｃ朽英・長補の砂粒まばちに含む”

i,L外面

内外:filE

I紙ナデ｡灰色。徹綱な獅英・長禰わずかに含む５
帳ﾂ･‘声。焼成やや軟逝。外面灰色、内而灰I',色･概訓含禰英一是石,わずかに含む。

631盤 節】16s e2届 須恵脳 側： ､.:緑部 内外面腫転ﾂー デ｡内外面灰白色､内面.-部灰色ﾃLi英.長悪の砂粒わずかに含む。
Ｒ

62999

!“

１６０

c2周

c2面

Ｇ２届

DＱ５Ｉ

ｐＵ４

0典畔

6南鮭

須恵際

須恵器

須恵器

i派

坪

坪

I]蒜部

全刃

I:l綴謡

内外面磨滅、似転ｰｹ琴か。灰白色。禰英，長:Ｈの砂粒、炭化物室ばらに含を

ﾀ|,而塔減、内雌:l娠ナデ。焼成やや軟質。灰鰐』色微細なｲﾐ英・長打わずかに含む。

内外面皿義･デ。灰色ョ微細な石英・長石と暁化物わずかに含む。－

R62928 r6152 DＴｊｌ９ 須恵§ 蒜 11織部
内外面磨滅、に１１
～謡課、搬網なノ

侭･ｰヂか。焼成やや戦質。外術I灰褐色、内而に慕い授色。蒋英・長‘ffの砂粒
赤色趣きばら婿.含む、

哩曜 ＤＵ錨 須 坪 ;i緑部
内外諭凹転ゾデ！

ずか'二合も
陽焼成やや救質で瓦徹i二近い。外面灰色、内面灰『:色。微剥を石英，長石わ

０２面 須恵 i派 全形 内外而回転ナデロイ卜底面1郭Ｉ転へラ切り離し。灰rI負。 3７

3602 r6：2１６ c2厨 :〕Ｘ5（ 畔 躯 ｣派 '-1蒜部 全向睡蛾鰯内舛l資 《白色、外面F半灰色。衝英・長石の砂粒一細察と炭化物まＩ らに含む。

835 ｇｆ６１輪 e2園 須惑淵 坪 縁部 内』外閲回1時-デ。灰色。微細な衛英・長石わずかﾄｰ.含む。－ ３１
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R63511 ＤＷ４９ 3８鼻Ｆ１,

１８］ R62504 固く 3８

１８２１Ｒ62242

土師器０m龍1７ 坪 3８

184 r6186 坪 粥

186

１８７

3８

3８

193 3８

j８

R624031r6]２１ 坪 〕８

r6099 3８

FＩＲ

r6105 ＤＲ４６ 3９

3９

3９

鵬

須恵器
ﾄｰｒ

２０７１Ｒ62709 3９

顎

雛

Ⅱ－１０Ⅱ層下の遺構と出土遺物

e2鰯

1-6216 3９

3９

3９

全形ＵＳ４７ 川、

剛r6099

可

3９

3９218 耐6Ⅱ9５ r6172

3９

3９

3９

222 ＤＴ４９ 3９
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腿醗綴 RI63575 r6210 ＤＸ４８
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坪
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鉛
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一
鋤

１

一
靭
一
廻
一

際
２２８

”ｑ

｜■ｌｌｌｉｂ．

瞳物番号

諏図 究測 収侶‘

出i二僅値iI9

密倣 鯉構・地1基

遺物内容

種別 郡位
文様・調桜・色調・瞳吐などの特微

収納

番号

：74-
１７３ ｒ6101

鰯１６７

16172

Ｉ！

巳占

c2噸

嘩廟

面

1〕Rji9

:)Ｑ５［

皇):！

蝋畔

煮恵藤

須恵器

目惑

須恵饗

廓

:I撮閏

:再縁部

腹部

底部

外:禦醐l1i鐸・式灰色。万典・艇荷の砂種２

i､面凹転ナダ。灰色。撒罰を侭英・艮石言

外Ｉ抑､I軽i;･戸、外哩而へラ切り雛:苧痕甑ｌｊ

外lfm転・ﾗー ヂ。外峻而へラ切り難:-挺．Ｊ鉦‘;仇．堰英一怪:Z‐

畷らi二念も.,ロ

照らに含む,，

I‘.；極拠一長Ｚｉの砂読まばらiこ含む

ｸ銃ま､Zらに含む。

旦別
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１８３１ Ｒ62558

r6iZ．

r6202

129

６１２８

魂“

c2NW

Ｅ２ＮＷ

c2脳

哩晒

c21Iii

c2用

二)Ｑ5０

質点器

娯蔑

須恵

買恵

目潅

維

顕

jiE別

硬剖

底部

底剖

底部

態部

l外l苛冗唾ナデ。内ﾀ|,而暗灰色､外底面灰侭､断面に認い赤掲色＝椴剥な7貞典．:l藍石争<含む

外l館回転．f･･ア

画磨滅､内噺
:『i、炭化勃ま

外I虻

'二合

iPl､:坐

外･曲

転･ヂ、外庇而へラ切り蝋､グ痕・・A1外而灰色、｜癖i灰寵農.､微細蝿1災・長禰貞噸

..『転』･デ。内閲火線痕。灰間色。イf婆・受櫛の砂粒富瞭ら}こ域『鯵

転j-デ。外堀河へラ切り離し狼。”舛而灰瀧色、肢而桟前樋色蝋イ』英・塁X;.”砂粒
心。

外吸而へラ切り雛傷換恥艇四位。微細幕石英･長調、炭化物ま瞳らに含む”

':転・;-デ。暁成やや職悩辱瓦質iF.近い‘,外面峡懲.内面灰I;色一微細極談

;群Jに含む
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１９s

2CＯ

120i』

２〔Xｌ

Ｒ62772

Rfi”鋸

鰯１４４

'２１

c2IEi

c2咽

０２噸

ｌｅ２猫

己2厨

巳21Ｗ

〕'1,姪

g)Ｘ50畔

Ｖ5０

菰忠号

緬孔嘘

菰塵

|X理

弧恵

弧恵斗

豚

■
ｕ

剛
．

脚、

疎

.論

底ｉ

底部

底部

斑部

全面磨滅‘Ⅲ晩成やや職質で虻質;呈逓ぃ。刃外I､黄艇色、苅、・・部外I､渋黄色Ｕイー!典・鋒匹Ｉ

の砂栽まばらi:_含む。

全面磨滅。擁成やや軟質。砿:冒包。穂典・長？§の砂斌夫ば吟i;､全．［

内；

可＃
Ｐ
Ｕ
ｍ
Ｊ
■
Ｆ
且

内
問

駕溶滅値,限言z1色、外面11織部伶近咲負‘，微細散石坐・基:ｐ”ずかに灸心叩

r7回転･』･デ。駅劃色』イ:英・長ｲ.の砂.位やぺ-多く豊

劇同抵･デめち内斑|、Z,定方河ナデ。艇:'i色。微釧

:師砿：-.デ､内碓耐･；・デ。灰I畠:色。；『;・典‘長;i,､の砂ド

貼り．{j卜.．'券の爪換は時計F;!!）

齢:K:災呈兼､炭化物点瞳も仁含む。

｡#?かに奇心切内函(~槌痕？あ!)、

204 126 曙2肘 須恵 坪 ,晶那 利# Ni｡l権ナデ、外蹴澗ヘブ判:』離し蝋．択色。石央・呈敢の砂粒まばらに含む、
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鋤６

Ｒ63159 唾21Ｗ

Ｂ２洞

DI150

ＤＹ５Ｉｊ畔

目恵｛

須斑

坪

嫁

癒尚

傘ｿｉ

別ﾀＩ

内ﾀ’

剛同低ij･デ。灰1J‘色診微細な万

剛副転７．ヂ。’火j二:色昌微細な可.､提長Z..ごくわずかi二含也

長石・チャ・卜髪,苫峰〈弓全む。

r6139 G2賭 ：〕S5０ 全研
外
微

酉減､内面同1陣-デ。焼成やや軟鷺･[;瓦質i邑近い。外面畷＃《色､内向1火〔f1,,断圃淡黄色:

詮.i-i美・長fi多く含む。
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哩刷
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須恵器

須恵器

須恵＃

須恵：

頁贈器

爾忠器

『i忠器

目恵溜

目恵：

須恵

津

塚

坪

河．

ﾙ1、

唾部

'ＩＸ部

妬剖

曜荊

底部

晦続

底編

唯vrI

内ﾀ’

』ﾊ.外面
牙:．、炭

内外．

内外

,EC

:ＡＩ外

』、I

Ｕ■

鞠

り､1園
微細

内外

Ｐ§

微

外面曜城《,I誰?縦横･ﾅ･デかく,タ
識象7.灸・長志，炭化物まば；

侭ﾗｰ･芦、底部珂慣ﾆゾｰヂ：外０蕊面へラ切il剛も痕艮城デ心。悪災・腿ｨ;の砂粒、炭ｲ|上

蛍もi与奇む割

ツデ、凋ｆ
な話英・蝦

瞳減､回転･』・デか。謀rI色：

極ナデ。灰l『'急昌微細な

可転･ざ･デのち底部内爾不定方向す．デ。

上勃隷.Kもlこ含む｡

職ガデ。灰鴬色＆蘭英・塁:i;”妙憧へ紅隣やや多く含む．

哩転-j･デ句嫉寅瞳悪芯英・長石の妙粒と溌化鞠妄ばらIこ含む

･１１糧ナデ。娩成やや戦質｡判而・内而一・郁黒嬉掌:．（煤付着)、’ﾊﾆ而灰,‘:色。可.災・量

罰まばらに念･む‘，

::恥ナデ。内外而茨色、｜祈而灰禍凹了i英・陣iの砂粒多く、赤色趣わﾛずかに含む。

ン子状の薄い剥落が認められる弁め．二旗的!;稚熱!・たi;』熊惟あり:，

部l凶娠J･デ、外底面へラ切り獣1,換‘外而灰:‘:色、内而蕨色、断而灰褐色二

野まばらd弓含む。

‐調;炎･長石の砂栽やや多く、赤色斌・炭化物ｵ〉ずかに含も.‐

睡部に獅白貼り緋ナ､里伴う爪疾1,1ｊ,I外面阪臼色､底部灰色
i邑含口‘

照・廷不 ;ずか苗含むａ

,l外顛やや青みがか●た灰色微細念.に蕊・長

3９

3９

３９

2１

e2肘

臼2吋

且〕1万０

胃〕Ir49

須恵

目恵

』派

蔀

|蕊州

底淵

唾部

“

可

内イ
トナｉ

ｴil里l鞭J･デ、外蕊面へラ切;』紬１，旗‘，Ａｌ外面鞄、断面明赤褐色．軒災・畏矛:.の砂粒やや

含む。

ｍＦ

噸i回転;-デ。内外繭灰色。微細な零:典・雌茄,、炭化卿よIjfらH呈含曲・・外1節'二間台jifii〕付

雌争爪棋.，

砥･ﾉｰ'ヂ。外雄耐へラ刈り隙し投置灰寅色。訂英･長Z;､の砂粒､農化物まばら;ﾆ含む

瀦：

233 R62玉

８９

Ｒ6３

Ｒ62545

Ｒ6２

iMj

i麺 r雌雷

Ｂ２用

122卿

a2耐

e2吋

ｃ２届

c2面

c21目

哩師

ＤＶ４９

ｴ)Ｉ

F岬

115

U鍵

V無

頭虫器

一『U+8
店■凸産■

頚’

須

原

須恵；

弧恋号

｣館

1侭
■

珠

蔀

岬､

篭部

Ｉ晶器

唾部

唾部

斑部

|露部

休部唯
ばら臆

全耐暦減､I潟1外而阿転ﾅー ヂか､外底面へラ切I〕離し痕⑥

可外面同転ず．デビ,灰色綴ｆ｢蕊・長打の砂粒まばらい

外臓蒋減、内而何職轡ｉ－デ。脹色。搬訓純#英・長ｲ！

可外而

可外而

外而増減、内面河輯･デ．膿:』蝿‘，ｆｉ英・農ｆｌの砂粒やや多く’

全曲磨滅。外師l誠灰色、”面【~ぷ:‘,黄撹色。寡:英・長;１Ｍの妙粒一洲喋おずかに含む。

万の砂瀧童噸ら侭含む

備減、回幅直:-デか。娩成やや軟質、『火.｡色。詔贈呈職

蜘Ej1賑ﾂ･デ、内賎面･腺ー ヂ、外唾而同1膳へラ切り雛一・灰El色。極英・長‘極め砂粒講
心。河外而に火擦。

,焼成敦賀｡:AI外面没黄色､内面・部灰色。

･心命

多く金･心。

し紘裳ばら1F含む。

再１丁
一
鉛

3８

3s

105

1鵠

Ｒ62磯

Ｒ621

Ｒ艶l齢

r6135 Ｂ２照

巳2雨

e2雨

己2嗣

二)Q50束畔

：〕R鋤

ＤＱＩ5０

須恵：

凝恵器

質恵器

貞恵器

剛、

坪

蔀

坪

底ｆ

唾:

底Ｉ

窟Ｉ

底ｉ

,副外而

刃外而l吟減，mi属ｰヂか。娩成やや軟劉･郡i･質に漣ぜ電。凶外面阪色、断面灰i:準。７:災・長

孫鋤砂粒まI‘X峰こ含む

鯛|,rlFil紙･j-デ、外産前へラ切り離し痕,，外而灰:‘ﾖ堂、凹面腰御.‘，衝芙・長ｊ５の砂粒、炭1！

ｿわずかi:監舎む。

Al外、:ﾛi雑ナデ外底面凶Ｉ職へラ切り縦:=痕唖沢rｮ色。ＫI炎・呈石の砂澗

*部

庇・苫

繭I;:城ナデ，ＩＪＬ１底ｍＴ－デ、外底繭へラ切｝

錘,、割拠・基石・子．‐１･の砂粒、赤色１

城、四帳ﾂｰ‘デか知峡口色‘，汀僻炎・長石の砂:1.k．炭化物夢<含も

雛1-蝿、暁成や牛軟寅切外画灰:鰯:色、内

[まば吟に含む。

世まばら(F脅也’

OＳ r6】誼 蝿咽 須恵器 雌部 円糾 同転ﾂ･デ。焼成やや軟衝。 :'１色･畷 蝿な語.炎・憂唖貴ばら侭含！

R閃512

吟2府 鎖忠： 底ｉ 外1m磨滅、寵庇立蛭･』･デ。晩成欲質。灰:‘H色。Ｚ.． 壁矛..・の砂:Hf、砂粒まばらに含む。

R63(Xi9

R６

R6289;Ｉ r6ziil

3８

I必嗣

巴2nＷ

G2咽

c2屑

ＤＳ５０

須恵：

緬克嘘

抗見嘘

菰嘩器

jl（

川

坪

|』識

底畜

鹿月

内

門

全

内

ﾄ面''Ｉ編ゾデ場外1,1天色、・剖IUE沢デ『色いち;提・良4.の砂腫ま刷ら;ﾆ含む‘』

訂i;･'1i”子ｌ悠皇ロ,h｢英・長’１の砂鯉やや多く含i４

牌減､,外ir灰色、内面灰l当色。軒･英・長牙..の砂粒まIJfらに含む

]TI蒔域。；“|､面PI戦ｰテか、外睡而へラ切り離し媒か?'外而暗灰批色、内l訂淡黄色。Ｚ.．

長.荘の砂淑まばらに.合む,，

R6ZS的

rO2I〕 c2iW

Ｅ２耐

ＤＷｌｄ〔

ii2蛎劃

証恵器

須恵斜

藤Ｉ 内』

内

侭･デ”灰『・iｉ

｝･デ。灰F･世

微糊な殺英・』“;讃ばらKニ含む皿．

勘徹細なｲ:.旗・農,f:、炭化物芸;Jｲらに含む。

X腸

3098

e2届

隙2脚

Ｇ２回 二〕Ｑ証

筑恵器

側恵￥

須恵器 玩

妊引

唾部

底部

瓶恵器

fI恵器

産肖’

賎Eil

内う

釘回転･夕張鰯暁成ぺ

雷ソ･･ア。内引而 尺色、断而灰縄色。微柵なｲf英・更‘荷、赤色粒室ばらに含＃

欲筑両灰!::仏ｎ微細な石塊美:If壷ばらに脅心、

K憩器 唾部 僻而聯減､IAl雷I↓２０１脳･｝･デ｡外底而同継へラ訓}〕雛:"換｡灰２４:色些徹縮な志英･憂府まばらに合《

h外I戯亜転･ﾌｰヂ。硬両色雪微細な禰炎美禰と炭化鞠わずか照含むｓ

L外脈冗転･；･デ。ルk色。荷英・辰‘侭の砂粒豊ばらIこ含む

l外l動画転身･〆･外l則灰色、内刺灰黄色目弱災・曇7,の砂淡ボぽちi品含む唇



r6183

岬鵬帽

頁恵器R62404 r6１２１ ImR50

鵬MH R６３１９６１ｒ６１７２

剛顎幽

3９

坪

網

鵠

245 BuT49 〕９

4０

4０

4０

R62548 r6129 ＤＳ４７

4０

4０

253

盤‘Eu罷畷

257 R63627 盤 4０

260 4，

r6１８７
１０

1-612］
4０

r6117

椀 41Ｊ

4０

4０

4０

271 R63593

4Ｕ

助n$Ｉ ＤＸ５０ 4０

274 ＤＶ５０

ＤＴ４８ 4０

4０

278 R62356

ＤＳ４７

DＲ４９ 断坪

4Ｕ

ｐＵ４９ 4０

281 R63022 ‘IDU4７ 4０

坪部

1０

4０

4０

２８８１Ｒ63419 ＤＶ５０

178

岸

逝物論･号

挿図

234

236

238

2,iＯ

242

2４

244

実測

R62447

R鯛291

R63384

R62575

R62660

取l：

r6187

2.6126

ｒ6217

T6135

1.6183

r6187

r6131

r6135

出１世侭

雨位

e2雨

Ｂ２罰

e2jEi

c2面

己2岬

Ｂ２雨

e21Ｗ

B2耐

Ｇ２紙

唾1Ｗ

B2用

世橘・地区

ＥＴ４９

胃Ｗ5０

了)瓢６

け〕Ｘ調H１

ＤＵ５０

ＤＶ５０

DSJi9

避窃内密

砿別

須恵：

自恵Ｒ

須恵盤

目恵2

須恵1Ｍ

頁X認

須恵冊

面恵暑

須恵：

痕恵号

：’零

涛柳

味

;不

坪

i派

零

坪

部使

全形

1局Ｐ品田甲

響５１７】』

唾部

兇部

咲郁

嵐部

底郁

唾部

鹿部

底部

底部

文様・調雛・色調・胎・_二な」f‘の蒋徴

全面磨滅、皿黛ノデか。焼成やや軟質。劉４

内外面凶娠､デ。内底１１湾‘･了'・外底帥二綜了l1fiりfliｼＩ：.伴う爪痕。外面灰色、内面灰白色。
講英・畏万の砂粒まばらに含む。

休部内外面回転･j-デ、内底面ｰヂ、外底面へラ切り隙し痕。灰色。万灸・蚤石の砂粒･‐調礁
多く含む。

内外面、雌ﾗｰヂ。灰;":色昌微細な荘英.ｊ蔓詞と炭化物わずかに含む。

内外【釘回娠ﾅ･･ﾌ智，内底面÷･ｧ琴。外底面間部1,1iりfl歌に卜農う爪痕残る。灰色一粁炎・艮詞の砥
粒まばら8品含む｡

内外面l司娠プ･･デっ内腹向･ｰ･声。外底面へラ切り俄し摸。灰白色･微細な凋曝典，長石・雌化物
わずかlこ含むｃ

休部内舛1劃匝転;-デ。内庇而ｰ戸、外底而へラ切り雌し痕＆灰色‘琵英・長f･の砂粒～矧農

ま;ＸらIご含む。

内外而ず･デ。灰当色"，徹削を石英・長打室ばら階.含む。

内外面1-.'W』.す．残ｌﾉil底砺-ノデ甑外面オ:』．-ブ異種（日然軸)､内面灰口色。微細な班凝･長石
農化鞠わずかi､己含む。

内外面|国’

令庇磨髄

賑･ナ･デａｊ火向色･訂英・」軒】･の砂粒実ばらKこ含む。

Ｌ暁成やや軟質。淡茂色旦微調な蒋奨・長矛..・赤色粒わずかに金むく，

外面灰白色．Ｉｉ英・長頼の砂粒まばもに含む。

収部Ｉ

霧

１羽

鉛

3９

３９

3９

3９

3９

3９

248

2.9

鹿Ｃ

251

255

2銘

26］

R63383

R6232］

R6352

R631

R6267

Ｒ62711

R6366S

R62100

R63136

r61目４

r6186

r6203

r6172

r6136

，r6129

ｒ6217

16090

e2端

幽屑

e21Ｗ

e2届

哩砺

e2AW

Ｂ２胴

錘隔

1Ｗ

哩耐

廻刷

哩翻

催2厨

2層

2厨

ｎＶ副）

:)R4８

ＤＷ５０畔

ｐＸ初I岬

ﾕ〕Ｙ49畔

ＤＱ４９

りい1９

ＤＳ４６

鍍恵器

娯恵器

娯恵器

緬

頁恵？

嬉恵？

須恵

須恵酷

頁恵'力

須恵§

証哩暑

宰
諏

須恵器

須恵爵

恵器

Ⅲ

Ⅲ

皿

凸Ｏ由4

餓留

塊

猟

塊

脚

全形

全形

全形

令形

唾部

唾部

全形

:l縁部

全形

唾祁

:1緑#

，１緑Ｉ

体部

底部

底部

Ij緑部端而凹維

内外

含む

内外

全砿

わず

全而脚減.＃|而淡黄鞄、部黄灰色｡lAI劉:弓ぷい撹色｡微細な府.炎･長万､赤色錘まばら;こ含む。

鯉部FＷ怖【;:l職･デ、底部門外面ナデ。１人i舛師弧

や赤焼け。微細准祇炎廷Z.､まばらに含み、航｡:．：

外匝溝滅，内面回転プ･ヂ。灰色｡r]炎・塁Z.､の

内外而回順Ｊデ,,焼成やや戦質で瓦弼二近い。外面･農灰色、内面灰寅色‘,班;英・長茜の砂隷
をわずかに会と『。

内外面I階|I鵬ゾデ’Al外面灰色､断画灰内色｡万曝英･長軒の砂粒､股化物まぱ峰iﾆ含む。

全面磨滅。蝶戒やや軟質-醤瓦質に近い､,外曲脹色、内1節・断面灰自堂Ｊ､英・長f:の砂粒～
細嬬蚤ぱもIニ含む画

内外面|E1椎テー 脇廼､,織捌な蝉.長石夢<含む。－－－~~‐

内外態i回帳ブデ｡勇･リーーブ灰色｡鰯Nな１渓長祁炭化物まばら(ぞ含む“
外l削凹線2条､嵯減｡断面灰建色謡外面一・部､内I訂灰オリーブ色（自然柚)｡樹英･良ｲﾐの
砂粒わずかiこ含む。

内外面凶M癖･デか灰色｡:Z錘隆巧の砂粒:bずかに含む。

内外面_縄l娠ﾗ.

而I．』l楯ナデ、外底面へラ切り雄:宇後･ノデ，級1塁I色。微細薮石英長所~と渋化物わずか１号．

恒|幅ｰﾃﾞ外底薗ナデか灰F;色目散細緬１.炎・艮巧わずかに含む。

曹減、内外態i1句!鮭･'－．デか｡焼成瓦質Iこ近い。掘而灰色、内面灰巳色謬.I『英・長ｲJの砂粒
ｵ､!ご含む‘，

デ．外娠獅へラ切り雛!"痕。灰色。搬訓な禰芙・長X『、炭化物わずか;こ含む。

l外l匠皿転ず･デ。灰色。微細在石英・長石・炭化物まばらに含む

E『･色、断面:こぶい謹色,，塊成良好だが、や
'1犬も『.<わずかに含也

含むｰ

10

40

4０

4０

｜鋤

4０

｜塁０

2斜

2編

2６

2６

R6額蛾

R6:』‘106

R632蛇

R62138 且6093

Ｇ２耐

己2局

e2吋

:塑扇

l〕Ｖ5０

:〕ＲＩｉＯ

ＤＶ４８

DＱ４９

闘恵器

須恵器

須恵器

Zrmgr5a豆汎‘準一:8宮

塊

子窓暁

境

底部

境部

砿部

休部

内外而同職･；・・

炭化物まぽも：

坑部外而..･半|直|侭ゾア、．､.､!'･回転へラケズリニ塊部内而凹裾ー テ⑫接合部外圃横‘･デ。内ﾀＩ
而灰白色爵汀従・基石の砂斌まばらに含む。

外而嵯滅､内而』i誰ナデ°焼成やや軟質で瓦噴に近い。外而灰色､:袖面灰言g:色。微矧な駒蕊
長Mfまぽ声>に念・む

'勾外 、外而灰,色、・部オリ・・ブ祷也（I-i然軸)。内而黄砿色幽汀拠‘是ri･の砂粒ま了唯１

デ“外底面へラ切り離し狼か。外而灰唱;侭、、AI而黄灰色。糎英・長濁の砂粒
昌倫む．

4０

R63276

275

２７７

280

２翻

285

286

2８７１

R63640

R63416

R62836

Ｒ62識】

Ｒ63〔

Ｒｆ過〔

Ｒ鉛副

Ｒ“6１

Ｒ624：

〕9４

論３

r6215

r6182

r６ＺＳ

r６

！ｒ6；

r6167

合616：

r６

r6233

16125

r6089

H8８

i4６

1１６

G2届

e2層

e2用

E2届

c2回

e2同

e2雨

哩阿

Ｂ２届

c2届

G2胴

Ｂ２層

e2刷

Ｇ２層

Ｂ２儲

e2府

e2凧

e2砺

ＤＱｑ９

己)Ｘ50畔

、艶９

i)Sイ

:)Ｘ50畔

北西部

畠>S癌

X〕Q4９

須恵

損恵器

須恵器

娯恵器

鎖悪器

須恵器

須恋器

鎖恵器

奴忠蕎

須恵器

績恵器

凋惑器

日恵器

須恵

疲恵器

墳恵器

娯恵

績恵器

台付椀？

鉢

鉢

高盤P

間上｛

高卿

高川

商jgl

癌坪

海坤

塩期

漉蝿

商郭

商灘

高津

潔

坪

聞苛部

口隷部

11歳

,Ｗ

球部

坪部

九1,部

脚椛部

脚性部

脚裾部

騨裾部

臆捲部

脚裡部

脚裾郁

脚譜部

脚謝部

脚繭部

脚掘部

節 .',Ｉ外而FiI祇ナデ豊灰色《,層英・畏和の砂牧ま蝦ら:z含む。

外Ini磨滅，内面横方向ミガ浮力･』娩成やや軟質。沢;色ｓ石英・長帯の砂,笹．炭化物黄ばら
に含む。

：!録部外l爵回転ｵー ﾃ゙

ばら;ﾆ含む鰹

3方向遥かこ
微剥な訴英‘

外荷何

良ｲﾐ

全面嵯滅。焼戒やや

内外面何聡亨-デ、脚部内面上半へラクズ;j・ルベF;色．班英・長萄の砂麓表ばら(ﾆ企む。

脚部内外而何紙ﾘー ァ、坪部I‘u面･デ。外･iii灰色、内而灰:,:色。微細な衝英・長禰、炭化物堂
ぎら〈､､含む‐

内外面回転･デ。灰色。不炎・民需の砂'粒わずか〈F含む。

長方形陸か．内外面磨滅，
差石の砂粒まiKfj}こ含む

推定４〃1台;差力形遥。外面カキ：、ＩｊＪ
灰褐色。驚灸・提石の砂枝、赤色粒わ

内外鹿回戦字･デ。焼成やや戦質.“f;衝に近も層!，内外迩灰,１塁:世､・部灰色ｇ蒋英･長ｲ:の砂粒‘
堤化物ゆずか;･弓含１

内外而凹稜ゾデ号lｿ〔:.］色。:(．i塾丑訂の砂粒まぱ謡こ含む

内外面阿維･鑑灰色。微細なｲ『蕊・憂譲まばらに含幽

全面膳

まばら

内外、

内外面l奥1幅･デ。、Al外l蝉二ぷい黄褐色、断而灰色。織描な極英・長とiまばら1二.含む。

ﾐ外耐ｄｉ転ナデ。タ|制灰白色、内面灰黄色，微細な訂炎・長所,わずかiﾆ含む，

琳面凹線２条･内外而阿i脳ブテ'・外面時朕黄色娯然軸>、内而灰色､,職捌な葱英・美石堂
『ら睡含む．

，擁成やや軟鷺で尾質に近い。タ|､而灰E･･、内1mノミ直角。Ｚ:鯵炎・奨諦の砂紳、炭化物
含むａ

|賑ナ尭灰、色。微細な希英・長?iF:'くわずかIﾆ含む。

、体部外雷I；･嘘へラケズ:）：恥i回転ナデ。灰色。石英・良との砂粒ま

蝉･デ｡内外面階.粘土塊付滞画外I飼灰:』Ｙ色､､河而才･'--ブ灰仇篭然騒)。
更化初わずかに含む吾

k質で典菰に近い。内外商灰色､断面灰白彊､イコ｢英･塁涯の砂粒拶<含むョ

外l罰灰自学:.、内而灰色。外而〃部蹄灰ｆパ肖然柚残鋳。刃．i英

1割I極ツデ。端錦内外面回転･ノデ。内外而沃色、断耐
かに含も

10

４０，

4０

4０

‘１０

４Ｕ

r６１８８ G21回 残恵器 涜卸恥器

R62S51 １６Ｍ９ 哩洞

唖21回

e2届

残恵？

須噸

叛恵器

坪

班

1m
』■』＆

ljf綿

｜l録部

全形

外I討層減
英・長:十Ｊ

内外面Eil雌ナデ。

[I識部内畠;に設圏

卿隊何戟タデ、内哩而ブデ”焔眺やや軟質。外而灰I:色、、人1面艇黄忽『微細崩石
、災化物まばらに含むョ

で円色。微鋼な荷英・長打ま慨もiニ含む。

E外厩回職･ナデ。灰色。矛,炎・長調の砂粒主ばらに含む

R6263ji 哩屑 ＤＳ４８ 須悪器 塊 斑部 内外而回幅f・デ伽峡色。而炎長;『､の砂粒、炭化物まばら+ﾆ含む。-一 1０

L4５ ｅ２届

G2届

ＤＴ４

IＷ４８

須慰

須恵

台付輔

台付境？

‘接合部

脚台部

,城外

丙両両手デ｡限色｡微細なぞ:英.嘩圭ばら(ﾆ含む。
而回転ｰデ｡肱同色｡禰英.蹄の砂極雨警や零謬<錨。

71『聯系外ｒタタキのら・・部カキＲ、内而青海波文あて．具痕。外面灰色‘陛画卿H色、部
にぶい黄仙《自然藷〕Ｚ・英・曇禰の砂粒、肢化物ま膜らに含む

４０



r6139

Ⅱ－１０Ⅱ層下の遺構と出土遺物

291 R63549 須恵器ＤＸ４７ 4１

R62082 r6088

4１

R63097 r6167２９６ 4１

297
4１

R62】7２ r6099 4１

R62057 r6087 4１

r6086 平瓶 4１

4１

長 頚 4１

DＴ５０ 4１

須恵器R62774 '四U4８ ４１

r6183314 R63294 ｡』

e2層 4１Ｄ'１，４９

e2層r6139 |I眠祁

R63095 ＤＵ４９ Ⅱ

320 R63513 4１ＤＷ４９

r60R4

了』‘庁 4１321

須塩器 4１

4１32m３ R6２１４７ 1-6097

1１

4１

4１326 R62929 r６１５２ ＤＴ４９ 斜もP

4２327 R62409 r６１２Ｉ mＲ５０

4２328

rddﾛヤ

329 r6１３６ ＤＳ４９

4２ｊ３Ｚ

4２H$鵠 R62145

337 R6２２４３１１．６１０６ ＤＲ４７ 4２

nＶ5０

4２

4２ＤＶ４８

4２

r6１８７

179

３２５１Ｒ62958

遺牧

抑例，実iＭ

2８９

２”

292

IR626

Iリ

師

班：．

ｒ6132

r6i68

１．６２０７

川『･1曲慨

1Ｗ唾

21i'１

921Ｗ

c2用

謹耐

埋講・１Ｍ小

Zxr49

_ＪＱ４８

辿物刈瀞

種別

弧

畦

鯨

寵 刊蹴

ｕ緑部

11織部

i{糊

伸誰

虻様・調整‘色訓胎:恋どの』特徴

外面波状文"湖外諏:j輯#，デ｡!八;外'郷〈黄色（.;然獅。巧蕊・長蝿砂粒多く含む．｜
内外而同侭･』･デ，'六侭.、微洲な誰炎・蛙

'-,砿｣藍･のためｲ1．

カキＩ!、ｌＪＪｉｎｕ

nA確認できない。．I頚部

帳 '･灰色。万典・脱

!､班淵･のため71.

色、：戸9::蘭1火色、Ｚ,､災・堂

齢ぃ。１１昌綿Ｆ,!是へラ記);･か。舛而力奔目．刈而揃一ドデ。外I卸細

Ｄ妙漣まばら;ざ.含む。

・炭化物烹謹ら{こ含む擁

I麓:･''2波状又。：:頚部内外而川極ぅ･デ．胴部外面

Ｄ砂粒～細擦を毒ぱみに企む、

収綱

侍号

'４：
４二

4１

298

299

粥０

301

訓腫

1０４

{Kｒ

30s

3:０

312

313

3１５

316

R62調８

R6劇＃1４

R52608

Ｒ６

Ｒ（

R6255

R636

R62gf】Ｉ

R侭6２

R62S59

型0７

236Ｕ

r61帥

r6154

r61dTi

ｌｆ２

且６１５

il7

230

n．Ｕ１

A蝿

l調

2周

c2噸

e2照

c2瑠

e2届

e2届

e2面

臼2胴

Ｂ２屑

e2研

幽層

哩峨

泌咽

哩砿

Ｂ２砺

IP2府’

c21謎

e2両

2照

瞳

二)Ｑ5０

ＤＱ４Ｒ

冒〕Ｑ4７

ＤＹ５０ｆｌ

1)S調

｜言)ＷＳ

DX30Iil

娯恵器

顔点器

須恵器

坑鯉器

須喫器

顔怠器

娯恵認

瀦哩

目恵

卿恵器

1gl
fG1ﾛ

頁恵溌

須恩器

庁T胸畠里
汎．5-｡E80Ｆ

葱哩器

須恵

弧恵響

須恵涛

須恵：

認｡ｒﾛ:;瓶

促瀧

提撤

侭賦

.:亀撤

平瀧

平馳

平賦０１．嘘

広：l空

塵．ｌ壷

直I｣壷

長頚壷

差頚弱

呈副

星頚･識

｢耐

零
謹

宇
■
画

覗
恥

壷蓋

壷溌

痴顎漁

輝頚猫

:I隷銃

Ｗ部

休綿

非部

|』狽判

|：頚馴

.I頚削

砺部

休劉

,｢‘禄部

j簿部

,,‘緑部

:_:謙部

;；弼馴

:2溌削

銅部

蕊部

読削

つ喰昌

:：緑部

ﾌごi:部

:]禄部

［｡.半割

把手削剥離換あｌｔｌｇ；l織部湖而柵ルデ、指オ‘;j-L1・休部外、カキ:i、４ド,f';内1節ー ヂ･内外而
灰Ei色。河面・・部灰色〔f･然:『111)。｜#『脈赤灰色”微細象万兆・髭7..と赤色粒まばらiこ･含む。

外翻方罰．:１，内向青榔波文あて具痕・指才･ﾘー 『,，外面峡執，内1,峡r‘:色。Ｘ:炎・趣.の砂粒
,祁際ま縦らに含む､、

尺地・噸き硬意

長荊.の聯粒．．-細罵

内舛閲同転･ｰﾃﾞ

１１馴棚内外卿同

外形・断薩は残
.,色。蒋炎・災

畠i~部竹ぃ内i､1.1様j･･歩,耳部嬬易i･号･白．..ｆ･デ砿影酉屑綿外而灰才．)‐･プ執然『'''八体部外而艇色
|ﾉJ1鋤《色巳微維な可『炎・｣野iわずかに含む

!ｊ』外ijju蟻ナデ。外lii枇急、：勾面灰『l色‘；『与炎・腿?､の砂粒糾“iこ含む｡

卜而猫ルデ、脚

能

内脚献･ラデ：

内外、I燕ブ

､ﾉ』外Ini横ず･デ質

ｷ面ｌｌＩｌ雑２条外而牌城､職･デか：４而恢ﾂｰヂ､絞り痕。内外而妖色、断而択褐色し行英

やや多く含働‘｡

|AI外
粒-,,

IA1外

:A1外i、'i城･ﾅー テ｡：人Ｉ外而黄柵色韓然柚)｡所而灰‘,:謹骨蒋英･臆詞の砂粒と炭化鞠きば1９
:､全も

｡』外iTn輯ー ･ｧ｡IA1外ir,火:':鯉外面部､|人面.:半才Iノーーブ黒画鍍然ｨ111>n口英･蕊;fjの砂斌

剛上物まばら:‐公･む･

外霞画幅･･デ、１ 換外而灰侭．内而灰陛色1.をi共・艮雅.の砂粒わずかに合t”

'ii..;Irl鵬ナデ”ｊ火色･行英・良とiの砂粒まぱ階:Ｈ含む

I低虹転;･デ、Ⅷlfr・帝
黄柵也・緑登>･肩典

叫滅”ｌ史!§

而両職ﾃー ﾗ

膳
輝

:91iIi端-デのち内哩而不定力向デデ皇灰;,､負逼噛糾Ｉ群.典・｣遥石わずかに含#.’

デ“典外面灰色：つ羨み付(ﾗ根部分ｵ.:j,--プ黒色r自然利l礎存）ｆ･英・長.i蝿

夢。外1,1必ｉ’;・・ブ魚.:.:然糊)、’､11m阪色．断剛聴紫灰色!、ィ#災・長fjlの劇

わずか梶含む。

閲巧ｇｊ．.

デ。肉外愉

,外箇H,認い黄色〈ピi然軸〉

ﾉー ヂ､~屑緬扇

存部分から.坦定復完：

;f『の砂粒一矧牒”･ｊ

：ｲｰｫ蝿・長石の砂粒、炭化糊多く含む

囚外征灰竺推然軸

Ⅲ蝶減．灰,~.侭．イj藻・遅石の砂琉まぼら,具含む

<l電。搬矧‘

i､i斑カキ:!、内向詩ォ昌』さ･･･河蛎ナ，デ。河外而展色．断面赤灰懲‘･ィ『炎
】ずが;ﾆ含む爵．

'･黒色

ｆ仏、断測ﾄー ．

聖唖英・良心わずかi,記念む。

,,i脇

常｡､吾.雷灰色，、fざ英・腿Zr③砂粒多く念む

Ｊ１蛎祁内外而槻ブデ。刷謡外而カキ:i，内而･デ“旗

がＩど含む:．！I頚部茎４垂二大赤色頁誇斌瞳，

，ii英・提躯の砂誼、炭化物*にば亀:品含む

陣オサ晶．,ラデ唇内外隊灰睦‘!色、外l訂・可而12:'零：
堂ばらＫ含むら

鮭、：霜而吹:典Ｉ色管牙'臭・臆万の砂粒まI･XIﾔ（ご含む瞳

髄ぃ赤掲色雷荘英・怪Z:.②砂斌まぱも限含む。

:､lﾉ麺il天亨,伍寄Z:蕊姪蕃の砂粒､炭催物わirか､,監待む

４

４
二

砂髄ぺ』ペ,釜

3肥

1１９

R627i2

r6｣6７ 2砥

目悪勝

凹恵群

哩張壷

手
亜

卜．.』|堂祁

店外;副凶娠ナ･プ'噂体：

や霧<含4:，

織部内外噸愉ﾅ･デ
掛色。万典・髭飛 り砂赦、炭

腿l11j方式：ｉ一部リデ消I彰,，,天竺‘，,ｆ蕊・長ｲずめ砂粒､縦l鴇、股化物

騰r･タタキ、内而縦･デのら部描ｰヂｕｌＡ１外而択色、蒋而

に物わ.1.かi二含酋

竜
一

・
月
副
ロ

322

Ｒ627]４

Ｒ硯701 :F6冒3８

ど2研

c2層 ＤＳ５ｑ

須恵鴇

壷

休部

唇iＷ

外鷲.２半カキ:１，’

偲さ･天地鮮意、内外面う･デか、外面暗方．､ノー･ブ灰色<r:然勃)､内而i灰色､ﾄ荊師こぶも菖赤櫛色

段.英・艮謂の砂粒多く含む：

亀I蒋滅､，ｌﾉJ而・j･デ血外而暗灰甜色〈薄く全体にかか為口然裁)赫色（厚

紬)”１A1面峡;'浄切碕英・豆瞭の砂粒、炭化鞠きばる+こ含む‘

R6202fl

2同

〔§2脚

､2町 :〕Ｑ4７

11恵器

削恵藤

目恵器
唾：１嘘

短頭壷

知翻蒜

底訓

屑劉

'目測

丸底‘,休部脚外面11』Ii耐ナデ麿

ｲ.:兆・長石的砂I燕ばらに'Ｈ

ｌＪＬ１外面皿!患テデ’４１外旅,天隅色、｜斬而灰箇色..．『'英・感・の砂粒わずかに含か。

1入!外ljiu癒す､デ『,艇詣魚鯛,Lj蕊・良fiの紗粒”ずかに含む

i唾而へラijLij雌:〆嘆、内面巽砿縦。外商駅一~色、内画灰陸

鵠： R侭357

R62087 r6085

r60錫

G2階

Ｂ２噺

臼21F１

：〕趣1７

冒〕Ｑ鰐東畔

弧恵２

緬恵：

項恵

壷

…
一

●
笠

職

IIi稲

Il-i部

肩部

'ず

DxRJ
ad

U二
h部ｂ'

脚
剖

卿!:'1|扇十・デ目Ｉヅ〈Ｆ:色。微訓なｆ嬢・提,Liや

IJl・面河転・ﾉ，デ墨内外1m,火色。』Ii郁外調，I1iYォ:；・・ブ峡色《罰然羅|>・イj英・長ｲ;鋤砂粒苫
6う:ご含む

唾７１

訂:i綴ナデ､‘体部外而・部タタキ痕か。河ﾀﾄ面灰.‘:色。肩部外商灰黄噴:，<1.1然珊I)。微

怪石、炭化物非柑に.多く含む『

｡多く含む．

r6MX》Ｉ

巴21F７

e21列

哩耐

増2雨

､煎餅

ﾖ哩靴

Ir皐巳
浄陛&『 通

一
唾

肩：

肩削

仁部

『I部境:こ'11|線状の111Kみが退恐。内外面|両:'iu,j･ﾛデ。灰色。イf災・画iの砂粒多く含仏

外砿蒋滅.刃111回!擬ず〆：'５外111峡ロ穀､外1fhi部jパオリー・ブ色<:．:然糊）置英･呈不の砂粒

”外面ﾛ::砥ﾉー ヂ。駅

Iii離境に凹線‘，内引

'唾:蝿二丁５挺・基可:､の砂粒貴ばらに含む‐

lir泌転十・Ｆ'、灰Ｆ侭イェ.葵,､良,i=iの妙趣わずかに含む

〕4０

３１１

R627i3

R鎧391

1.6Ｍ〔） ご2咽

唖2面

DT45畔 弧忠器

須恵器

蝋 侭

僻ｆ

293

9４

R６

R６ r6121

e2耐

暇2卿

■、Ｆﾛ

ロゴュ 須恵

短嵐驚

雌砿

認。1.,1噸ｉ

:ｉ緑帝

:１緑郁

lJW外而lLl幅ゾデ灰色。!

内 毒F,Iilt..』･デ．：人』外面峡魚、断I遡灰黄色。2

細な弱.炎・」鰹.､３ J〔'うH吾.含む､』

『_;典・睦詔.､の砂牧、蝿化物まばらに含む､空

４１

11626鋤 哩噸 長銀壷 lIi髄
肩帥２条凹擦間:邑逃統刻］】文:,タ|面,縛減、勾而
色、断面描呪色＆外1打稚択オリ・プ色（自然

同 りち1副ili綿珂l射縦ﾅー デ。Ｉ由,外lni紙:塵Ｉ

鯉.蕊・長x-わずかに含む
ワ
〕

４
。

}3０ R（i2H:： r6】皇 哩晒 ＤＴ４Ｓ 目恵僻 長躍壷 ＩI蒲 :八N外側iＩ:|転ナチＰＯＩ人|外l刻択色、断面灰iM色障俸 良とiの砂粒．､細喋､赤色粒ま唖らに含iｉ

2吋

口21F１

、Ｘ晶｡ 壷 1㎡,ｉ

肩ｉ 別外灯|且|:脚デ誤旋.色，微細な４英・長獅多く銅

;|哩|嫁ゾデ。灰f,色，１人11｣ｉ維択望噸４i英・良,h｢の砂位詳駕らくこ含む．

:２吋

G2耐

DQ49東畔 目恵

削恵fＩ

甲
。
ｌ
“

『
蝿

幸
亜

停部

体剖

阿部残客‘』：
坊７．．ゾ灰色

九曜Ｐｑ外間ＩＥＩ噸･デ宮タ’

旨､Fデ

ーI然軸

ｻｫー :;二、仏部内:目黒同紙･ﾉー 壷外向l侭也、１入『能i灰匠;仏.′外砿i･部昭

設祉駁石芙・長,(『わずか侭滑も

卜画1部L、１人1面脈I唯‘i｢葵・良ijの抄粒御言ら}こ含む

r62C2 e21Ｗ 須恵器 讃 11･制
外:tj，沈細:．‘方k:へ‘
石英・呈石まばらに;

シ状．異i当よる連羅刻:i文‘，外面聡城、１J,1面i卜:I極ｆ･デ曇灰Ｅｌ色晶微祁な

鮮む。

r6】5４ 胤恵＃ 覇 妊剖 !届鵬Ｉ噛卜鰯悩娠ブデ，依自 !､半ケズリ‘灰色イ『美・長fiF>紗粒まぱ歩,に含む

;外而回転ｰテ。旗色急．こざ共・泉ｲｳの砂粒ｵ》ずか}こ含む｡

;外翻h二l振弓j･デ句Ｉ剛外面灰角．肩部ﾀ|･面オ．j‐プ黒徽，韓然:IIIIルイ．.英・長躯の砂粒，災化

（』や多く喬．{.；
1２
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R62613

386 R62662 r6135

387
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R62036

r612］ 翌

R63328 r6185
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１８０

遺物蓄号

揮図 実測 攻！。

出§‘位世

層位 適撰・地姻

｜ 遺物 内

種別 器極 部位
巽様・調整・色澗胎:､家どの轄微

収柄
番渉

342 R62785

R63293

T6I39 Ｇ２堀

c2膳

ＤＳ５０ 須恵器

鎖恵器

一
室

壷

体部

唾部

外圃ｋ･.¥･ナデ、ｌざ半ケズリ。内面回転ナデＪ火色ぞ４琴以1,の石英・長石②砂韓～細礁、炭
化務ま蝦らに含む。

内外面同転･;･芦。灰色。職.炎・艦万の砂粒、炭化物まばらに含むｃ

3樫

345

R63326

R625II

r61鰯

r6132

:６】

G2層

e2吋

e2耐

e2周

ｅ２耐

e2届

ＤＶ‘1９

ＤＳ４８

二〕Ｑ4９

ＤＥ５０

DIr47

蝋悪器

須恵骨

須恵爵

鎖恵器

須恵器

[恵

幸
画
一

壷

壷

瀬

壷

壷

底部

底部

賎部

底劉

底剖

唾部

体部内外面E:I雑jデ、高台部横ナデ、畷部外櫛TI･転へ･ジケズノ。灰rI色。巧英･憂祷の砂粒、

炭化物まばらに含む。

刷部碗.藤へラケズリ、内面|可転う･デ、混合部･ﾅ･デ含灰色･石英・長石の砂趣、赤色粒・炭化

物ま顕ら侭含む。

内外対回職＃･崇。灰r:色。微細な藷英・長:r１.わずかに含む。

内面ﾉｰヂ。外面に.熱い黄色１１嘆然紬>、｜ﾉ11画阪色源英・長覗の砂栽寵ばらに;含む。

内外面IUi賑ナデ。阪崇色っ微細な7T英・長汀まばらlも含む。

体部外間:も'限･ノデか､．Ｆ半ケズリ．体部内l師同極･ナデ。内底面･高舎１割辺･ノデ。灰色。モ疎

長石の砂粒'､'継際を非常に多く含み．溌化物まばらi,弓含む。
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＆
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r6（ 哩掴 DQ49東畔 須恵
幸
魂 唾部 休部内外1節回転ﾉｰ･声、底部内外面横．;･デ。灰色鰭芯英,長.『fの砂粒まばら鞭含む‘
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須窓器

台‘竹唾？

帝付燕？

舎低壷

御台部

御台KII

御台部

:]緑部

内ﾀ|面１，．１噸ー テ。外面峡:ｴi色、内面灰色。打災・野.の砂粒まばらに含む。

大型品。外而腫突補・波状文．内外I釘1国l娠,－．コ

'1･釧旦|娠ツラ

外匝磨滅。Iﾉ､i外圃灰I~:色。外面･‘稲踏灰色ｆｉ些然袖残存ノゲ:英・長と；の砂粒費態亀に
化勃わずかに含む。

外l罰灰色､内向暗灰色（H:然袖>･石英･艮萄の砂粒､災化物哀織らＩﾆ含む。
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:)SiS

二)S4９
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須恵器

須恵器

質恵器

須恵器

11恵盤

須忠善

須恵

罰恵

須恵器

須恵器

須卿器

目恵器

涜恵器

須恵器

震恵器

蔚恵：

須恵§

須恵

自恵

須恵器

項恵器

須恵器

須恵器

痩恵器

擬廟器

須忠爵

須恵：

類恵器

須恵器

須恵

斑

蝿

蕊

灘

翌

蕊

蕊

蕊

諏
一

艶

翌

詞原
･ｴ鮎

坐随
証哩

班

斑

蕊

艶

蕊

艶

艶

認

誰

蕊

;Jj而剛

｡緑部

.]綴部

'11緑部

:i縁部

同緑剖

1.Ｊ緑部

：i緑部

.I撮部

１１緑部

：l緑謡

口識郁

【I隷部

口諒部

１１縁部

頚部

頚部

肩剖

肩部

后郁

肩部

肩部

肩部

端部

扇部

屑部

体部

i話学部

茨童話ﾀ雨､ﾆﾍﾗ記号(×>･内外,訂回転ナデ｡灰色｡石英.長ｲｺ｢の砂粒へ訓礁わずか
ｋ至品。内外~､.‘:j裾ナデ、Ｉ:I織部外面カキ園。外面褐灰色、内面にぶい黄掲仇翻癒
の砂粒を多く奇み、赤色粒まばらに含む｡

.‘:3型品。：］

か。外面択

八通品、凶

大型品。内外商

内外前回聴寸一読

ばらに.含む．

全面嵯減｡焼成やや戦髄･で瓦賞に錘い｡外面灰色､内面灰r:色｡織剖なZ･英･｣驚詞わずか(ご含む。

中型品令内外ImlEl紙･デ。外闘…泡而:昌幸暗沢色に:然軸)、内面.r･』ド灰噂色⑩石英・長石
の砂斌わずか:F含む。

具打

大型
頚部

大型砧ｃ：購部内外面回転ナデ。膚部外帥タタキのちカキ』､内面背海波文あて共棋。灰色。
石英・長:ITの砂粒～細隙まばらに含む？

大型品。内外I姉iI転ナデ陰外而灰色、内面灰『:色。府英・長蘭の砂』位煮ば島:ﾆ含む‘

大型品。内外両同祇ヅデ”灰色:,,【j英長歌.の砂粒--申喋、』

大型品｡外面沈隷･波状文。内外面識ー テ。1通準。Ｚ１冒.英.長話

大型品。内外画回蛎ー テ､脇IMI部内而指粛・･り記”外匝灰色､震部内而瞳ぶい蛍極色<日然紬)、
肩部内画灰高色｡巧英･長禰の砂粒~訓嫌わずかに含む＝

小菟品。読師内外l調回転ヅｰヂ、屑部内面育嫁紘文あて兵撰っ内外而背灰色、断面艇褐色。:Z.．
英・量牙,､の砂粒'､釧際まばらに念む。

小爵

輯'〕

大愚

内幽

大型

に合

犬珊品《

帝灰色：

大型品。頭部外面晦減、内面瀧ナデ･胴部外苫平行ダダ尋、内面脊鐸波･えあて具痕。外面詞
灰色、内面灰色迩英・長蒋の砂粒多く含む。

聯タ野而カキ劃、内耐秤樺披文あ-で具痕、猿ｼ･デュ灰色。石災・怪荷の砂粒一細喋室,質
む口ら侭含

品
具

型
で

大豆品：

プ灰鍵

大型&
外面〃

面にぷい黄

陸部蝶滅、ナーデか。海部横･ノデ。脚部内外而械ナ屍灰rl色、断面灰掲色。微細な石英・辰
目・赤色粒やや夢く含む｡

品・’１緑部内外面I]il紙ナデ画胴部外而格』p･ダダ罪のちず-デｆｉ１Ｌ、胴綿内而背海波文あて
.灰色。:nM.鯵災・長調の砂粒、炭牝鞠堂瞭ら(品含也

i輯ｰヂ、内遮『産減。外煎灰色、内而灰陰色‘,Ｚｉ英・長石の砂粒まばら

品。外而沈縫・波状文。１１蕊部外I前カキＲ後下方椎ヅデ。肩部外面横方
ナデ・ﾌ；･ＴＪ･ｱ．.、肩静内Igi青海波文あて具浪。灰色１，イJ英・美浦の砂粒ま

品｡両外而阿転ダデ｡灰l池｡微維輝吹．艮府、炭化物わずか;､:含むー －

。ｌ聡

粒ま僧

｡.』

fも号

。全Iii磨滅唾外面方キメ、内面青海波文あて具痕。砿:':色ｇ徽細な伍英・美X瞳ばら

＞：l副燃内外面向I低ナデ。胴部外而膳減、内面青海波文あて具疫。外面灰白色、内面
騨禰英・長石の砂粒～訓鎌まぽらに含む。

:]緑部内外面睡黛ナ･デ。鵬都外面、縦方･剣平行タタキ
外~il灰匡色、内面灰黄色。石英・長滴の砂粒わず力

､外1,カキ:j，内臓青海波巽あて県痕

〈自然組)。恋英・曇X:の砂粒一詞礁争

頚部内ﾀ|･而何種･デ噸調部外通'１甚行タタキ後カキi;、胴部内而輪花文状当て具痕。
色、内面展:F古色．イi英・長石の砂粒、炭化鞠まばら髄含む

藍部内外面皿塚ナデ。．H目部外間塔滅、平f､:タタキか‘,休部内面11r海淡文あて具痕
色、内I罰灰デ曾色ぅズf炎・艮府の砂趣-､矧牒をわずかに含む。

鍛那内1節同蛎･デ、胴部列面肖榔波文あて具痕。外面ズリープ黒趣く自然軸>、
:W『炎・長石の砂粒、赤色粒、炭化物ま噸ら侭含む

付近の破片か。外I蘭不定方向タタヰ、内面申轄文状あて共振。外皮i灰内色、内
色。撒罰な亦,英・長職まばら1こ含むつ

、副職ー ヂ。外而灰・鯉I色、lﾉ姻談黄色。７．.英・艮詞の砂粒わずかに含聖．。

畠部内外11而阿紙ナデ･覇部外面Ｗｊタタキ後．ｊ･デ、内而畔滅雲禍阪色号猫英・長
眉らi男含む。

l緯デ。外面謝り．-ブ晶色（自然軸>、内面灰魚輯然循)圃禰炎・燭】の

－－－

可I|鰯･デ。タ(,面灰色（自然紬>、・剤l髄灰色。石英･畏芯の砂粒まばら!､弓含を『。

,外而灰黄izL（:‘:然縦>、・釦I前沢＃･リ・・プ色（直然独)、｛j英・畳Z:の砂粒ま

卜而灰魚､内IＩ

<含む圏

化鞠垂ばらに含む。

の砂浬､脆化鞠表ばらに含むａ

後カキロ。胴部内而脊海波文

U二.念とＩ

|火r]色。外面・・部、鰭ズリー‘

己含む。

タタキか。,『

らに含む．

ﾆ含む。 １４４

当晶

4４

４４

糾

4４

4４

壷
。

里
。

4５

4５

4５

唖

４５

頚部

頚部

大型

価 ＤＷ５ 轍 底部 全面磨滅。焼成やや軟質で灰、色。微細家石盤・長打ま’ざらlﾆ含む。

Ｇ２掴

Ｂ２届 .､ハ

I5０ 須忠

X唐

体 部 l外.‘、1厘l賑ナダ。灰黄色。弱英舞う7..の砂粒わずかに含む。内而に暁膨れ・翻然他‘』

'ﾄ面IEl賑ー ﾃ 留陶部.Ｉ．.¥回転へラケズリ。灰白色。巧共・長石の砂位わずかに含む。
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１６

ｒ
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哩掴

Ｂ２堀

e2雨

哩砺
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須恵

娯恵

須恵：

須恵２

壷

壷

幸
趣

罰

底部

底部

脱部

l辰郡

内外面Ｍ幅ナヲ′外面灰-塁Ｉ里、内面灰色‘ロ打炎・畳訂の砂粒拶<含む

内外面|可ilt:ー ﾃ

内外雨｢同帖ヂテ

内外鹿回職ラ･声
万わずかlこ含む‘

外而黄灰色、内面灰富色。とi蕊・侭石の砂粒，赤色栽わずかiF含と,．。

灰白色。.尊而に自然柚。周英・長間の妙粒～細際多く合し

。遼部1人‘嘩脂オサニ。内外而祇:ぷl色、・部灰色〈自然.nli>･微細な衝英・長

4３

４３

hl95 r6102 :２２届 墳恵器
”
凸
■ :I緑部

大型品。外而ｉ
召英・暴汀まＩ

に波状文・列斯文・突帝。１人1外I&iI臆l嘘･ﾉー ･デ。内外両灰色、断而灰黄色‘,微細な
ぼらに含むｃ
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Ｆｌ１ｉ寵側端部而取;ﾉ。::h而拠i､タタキ，111面布i:蝿阪色勺
〈含む
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部佼

１１録部

１.織部

１１緑部

口織部

「l誠部

Ｌｌ詠郁

【_l緑部

F1穀部

頚部

頚部

頚部

胴部

頚部

肩部

胴部

胴部

詞部

罰部

蕊部

胴部

:1縁部

I:級部

【;織部

11緑部

11緑部

:I禄部

,i緑部

11織部

11隷舗

11隷絡

【l緑部

１１縁削

阿部

頚部

読部

頚部

頚部’

11織部

'1隷部

:｡識剖

１１緑部

ＬＩ緑部

ｌ：緑部

１１鍬部

１１課部

』緑部

:１緑部

文謙一識凝・色制，胎.1-などの時徴

l5Iiと伺--個体のiil・能性あり。１１韓部裁口,頚部魂【ニヘラ箔直線文･刺突丈。，]緑部外面-j-デ

1毎l鰯ミガキ。則那外面l奮滅、内面ﾂｰ戸。外面刺褐色、内面灰黄褐色。行英,:I証『の砂粒'宮--;］
隣非常に夢〈、養叶の砂粒まばらに含む

刈突文へラ描沈線文。内外、膳減。外面Kこぶも､澄色、内面;二ぷぃ褐色,‘極英
細磯少並、徹割な婆、多く含む

【｣緑端詞へラ飛沈線。内外而ミガキ侭内外而淡黄色、打英・長画・雲録の砂瀧一割癖多く倉

む。頚部境にへう描き沈線の::_'能性必I〕二尭遥し、ミガキの両』鯛生も残愚。

1A1外面密減･外面灰r:色、内噴

I~I隷漏郡刻１１．内外対÷ー ヂ。タＩ

外曲沈録、1人.l茄竹管文｡内外面臓滅、ﾂー ﾃ'か，にぷい黄桜色。ご英・狸ｲﾆiの砂競～調碓やや
参<、雲、わずかに含む。

11識端部I~ヘラ撚丈ｓ：血Lﾀi面識ヅデｃｉこぶい繭捷魚，酒英・長蒋の砂紘～細隙、赤色粒やや

夢<含む.

L;識端部に鵬軸綾杉文･内外而階滅密［l緑端部黒悪色,内面椅色。弱英･野;･の砂粒～細喋
赤色粒多く含む。

内面に111;{‘j･粘・錦

火lmi,：貼付4111令帯
也粒やや拶《含む

頚部外;iiヘブ描き

除多く含む。

諏謡外

稚～剥磯、雲ｆ

２条の洩いへラ柵

内外面磨滅．外獅褐灰色、内面淡蛍色遡イr葵・長石の砂溌ぺ』や多く含む』

全而膳滅‘,内面臆示ﾘ落の可能性が問い。沸条の押1･；突幣の間:写へラ;iiiき沈制1文２染鶴外而浅
黄色、山Ⅲにぶい黄穫色ｓ石英・長矛．.の砂粒やや多く含む。

外面:堆徹文一櫛撫文か唇内外面E,-デ。にぶい輩様色，石英･曇7,‘の砂他､細儒多く､瀦閃
罰の砂粧、繊細な赤色粒わずかに含む。

侭き‘天地降意。蝿駒部の可能性も残る。外ifli沈線文・IlI形え、1人蝿面磨滅、ナデか。外輔

冨色、珂而にぷい黄棉僅､‘石英蚤府の砂粒多く、赤色篭まばらに含む。

へラ揃直譲文。凶
チヤ・・１．の砂粒一

I,唇部刻::。.'､』外

内外面磨滅，外而指頭遥疲、１人!I動け･デか。外前にぶい黄椿色、内面灰黄色畠荘英・長ｨIの融
粒拶く含む』

11縁端部1,.方に誠張｡全面磨滅｡１１緑端部IJt縦方向ﾅデ:さ･よりわずかにIwlむel嶋価赤‘機色。
7ﾃ英・長行の砂種やや多く含む。Ｓ繭Ⅱ火②火::瑞際？も含む｡

全面磨滅っ燈色目,行英・長窟の砂粒一維隙、微細な雲母、赤色救やや多く含む，

外iIi俄方l[':ナデー擦道痕明瞭iこ残る。１入臆:横ミガキ。黒掲色昌掲灰色。石典，長.荷の妙粒へ〃
細嫌、微細な漢、藍撞ら;ﾆ含む。

:1緑端I卿に擬IIjr純。将端に刻(.。刈外爵麿滅、穂方向の-ｿ･デか。内外面褐色。イ,英・長石の
砂粒わずかに含む

1-1捧淵部述綻刻置：（２条単位？〉の後横ガ．iilのへラ撫さ沈線。頚部境貼付jIil腫突帝。内外面
牌減。外I血;lﾘｻ赤謁色、内面1二識､黄横色。府典・艮藤の砂粒～釧雛、微細な聖母と赤色糠や
や多く含む.

;:緑端部をニガに誠薩、ヘラ状に具(ご『員:j諾j'文が刻まれ為。（･から左。・ノリ“面磨滅
か。藷:英・長ｲ;の砂統～':､隙多く含み、チャ・・iqの砂粒、微細な赤色粒わずかに含む

１１緑端部;f小枝ツにぷる:閏形文｡内外顧械､デc耐券悩色｡石英･長画の砂粒､赤色粒多

l｣識端部へラ描き文句；I緑諦内ﾀ雨揃ヅデ､1.1縁郎外面F半は遇･上がりナデ｡外面灰撹褐色、
内而黒禍値・,両典・蚤恥.の砂粒･草細牒、赤色牝やや多く含む

11識端部山方へ拡張。端面:二３条】単位”’
'計而黒塁，灯災・奨鞭の砂粒やや毎<含む‘

頚部椀に突,Mf圏ＩﾉL1外而磨滅諺にぷい鎧澄色‘

頚部境

頚部」覧に詣で連計党押捺を総畠"た突禰．対外耐磨漉っ

穂と赤色粒多く含寺。Ｉ雷:綴部外帥こ焼成時葱離痩力
外箇多条突桁。内！

頚部多条突術。内外面磨滅。内面絞り渡わずか1．占残局。内外而明赤禍色”肥淡・催石の砂粒
べ細喋やや霧<含打昌

貼付突瀧,外、職･ブデ、，､』

無頚壷，内外I血層減圏控色

外厩上部
磯多く

'1緑蝦部i1I1雑文.内外面磨滅､横･ノデか.澄色"絢斐･麹Ｉの砂粒~剥瀧やや多く、赤色詞
わずかに含む-

|I縁端部上'『侭拡張。端面に擬凹線。内外而鰐減。外面縦ミガキ。内而康部Ｉこ錠り痕。にみ
恥憧色。荷英・長Z:.の砂紳、微細な雲母・亦侭粒わずか【こ含ざ，

全面磨滅｡１１鍬端部門羅力易|面にぶい黄横色､丙扉昌雨色"石英.画3の砂粒~緬喋、
徴細な雲;¥と赤色粒まば戦晶含む､，

拡張し弁11鍬端郡にFI1線状の沈線３条句外前こぶい澄色､内面にぷい黄桧色。内外而請ノデ‘
ＸＴ災・侭:の砂粒、赤色鏡多く含む。

11録端部間線丈。内外面ナデ。にぶい黄掻色。行英･長ｲiの砂糠､雲輝噺赤色粒烹噸吻に省む師

：I縁端部12..･に抵張。端而に叫線文!；内外画磨滅、外面機う･デか｡,外匝灰:二:色、内面侭ぶい
撞色。禰共・挺石の砂粒、赤色粒やや多く今む．

l;緑磯部Ｉ'1雑文。内外面磨滅.外面端部付追催|Ⅱ|織丈施吏駐何時の桃タラも八1弾而腿黄掃魚‘，
蔵災・艮行吟砂粒駐赤仏粒やや多く含む己

i線端
か･ずか

箭色一灰F１

、磯際起袈

二と同・笹1体鋤I】

面浅黄橿色。液

MI1ifl炎

､ヨドに誠張・諾面(F凹線文ｃ内外而瞬減‘,機色。微細な宕英・長.ti・雲鮭・赤色粒
含也

に沈縫。［l鍬鰯内外面槻テーデ、脹部凶外I厳ナデ。明赤褐色｡』ず英・長Z;の砂粒～細
赤色麓寮ばらiﾆ含む。

全而磨滅。横色。Ｚｉ典・｣憂村の

。囚外而廓滅：明赤褐色.，灯斐・長Zi.・デー奇・卜の砂粒霧<含む。

言斗!]状部N'近か。内鵠而磨滅ぃ糊外面明赤褐色。可:炎・畏詔言の砂粒、赤

沈報。外面．;，デ、内面解減、：品慕い黄稀色。禰英・曇珊の砂粒～椛際、震

緑。全面磨滅ｃ内I釘掻'1-サニ.。にぶい農擬色．イ『菜・長,衝・子･ｬ・‐卜の砂

鼠色粒やや多く含む

而災・長石・雲鉦の砂粒やや多く念む。－--一－

噸祷-デ｡にぶい黄樋但:衝蕊･長石･角閃7iの砂赫､赤色他まばらに含む。

能注あり｡内外面1齢'&

ミ・長罰・雲.戦の砂１

面磨滅。〃:赤栂色。荷英・長,ｉ

臓漕減旬瓦詞オ･¥･一、．!,半iぶやや．６~寧。ｉﾘI黄撚色。‘fi英・長石雲睡
際やや多く含む。

牌城謁外Ifi浅黄鐙色､討而黒褐色街英･長禰の砂粒一綱隙やや多く含む。

諏弓j･デ。にぷ

F雰長[IC'：

黄灰色Ｅ語批

面澄色、､礎而串色罰，蔽英･長4,.の砂粒､赤色鋪まばらに含む

駒外面横ミガキか､内面ナデsﾀ|･前I関赤褐色〈赤彩？）
－細磯やや争<含む

溌刺突文2列｡明赤栂亙石雰.~長極の砂裁含む。

節描:.:影文も全而聯減診外面議色､内面浅焚撞色

＞イj英・長転の砂粒-､‘:I'際やや多く含む。

呼息黄,世色。行英・長石の砂栽･一細践多く含む。

沙綻、赤色粒やや多く称む･－~~一

二当ニニーロロ．。~‐一、‐』少･巳』－

列･面徒色、：'も画黒褐色。蒋英・長班:の砂

の砂粒多く含む｡
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四
唾

部』

１１穀部

：Ｉ誌部

；膿

:｣識舟

，Ｉ織部

．1禄部

:I緑Aｌ

.『緑判

:;継烈

.',縁部

;:緑ijl

11羅世’

iiiＩ部

ＩI糊

虹賊・識韮・色調・胎.二などf‘〕特職

１

，畦

隙

１１緑餅

11隷端錦凹錬丈。全而聯滅、、峰、横ｰヂか．憶色も液災・促砺の砂誠ﾖ･ぱ合,に、赤包粒ォ
ずかに含む

.'認端郁吋直.:母.l鋤ﾐ。端野に凹鍵亥：二ぷい箭.怜色，Ｘ５‘九・挺ｨ胃め妙趣一鋼藤生巽、'やや霧

含む血

Ｉ.l識諦郡!;.lIil細文･･刻.‘.・・r1.形浮文ｕＩﾒL恥I和降滅､,外而(こぶい就掲化、ｌｊざ.､黒悩色荊:炎
瞳巧め砂粒.､･棚瀧霧<、弗仏枕わ'５‘か仁禽迄

八期点亀．.:』

ハケ：‘.、：入!：
やや夢<含ｊ

外lir瑠減、ハケ：;か。内献lj-夢、絞:;換磯あ。タ1面灰色、１人1m綿灰色．i;英・足.ii吟砂粒へ
iIII磯、微椛な雲醗:fぱう膳含む｡，

漉些_匹彩の恥i部‘。憲雑)蓄え.ら:i-たが．１．部の玄も堂がり強iIjiLから鉢と1:H輝冒潟部との境:‐

ﾗ状一:J零よる速読1F』笑文句外間睦識句脚部内向ハｸﾞF1後ﾗ･テ'・オ斗示、肩部内両ず･テ

才弓j‐,ご外部~ぷい黄.憧也、．唾2面鐙色。牙･英．！冴.､の砂粒､‘椛喋、赤色粒やや霧<含竜

副ＺＬ式:Ｉ輝端部にﾘ11総吏舎１１緑部揃･ノデ、頚部外面梅ナデめち横･ﾂー ｧ今、頚部内而撒ﾉj向ノ
､IoiWj赤偶色.ロイ:英・蝿fJ的砂紘ﾔー 夢<含む。

洲・P.'こ拡張蝶、(二計凹線？c'〕す』侭I浄翼貼付塵浮史に蚊描方高幻刻~:釘
唾九る亀１Ｊ.!外Ⅲ磨鵠．外血椿
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#而〈二擬lﾘ1級か唾ロ判外ljj磨滅、沢:直I横方向･蔽・･デか．撹蛍撹僅､,,if英
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ミjっに命む。
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堂

大剛直,了．Ｉ録．全而嵯蛾‘，鐙色‘擬矧を荷蕊・長:Ｆ１・雲母・黒色粒やや多く含凸｡。

凹綴文か“測引.ｍ跨蛾山外而I！｣鎧･渦色、・毎面淡黄負。７典・隆万・塞妖の砂;侭～細薙やや

く常む。

鯉今[1縁溌‘，・汝11緑と‘次17緑の壌お.良がその;｡.i耐､‐クシ傭波状丈。副外直i磨滅。接合口

剖亜託揃ハケ１.残打英・長ｉｆ.の砂粒～巾際、微細な巽離，赤色粒やや夢<念仏。
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傘間磨滅。淡菰．（

外l卿磨滅、１Ｊ雄ｉ
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蛍ばちに合せ
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刈外jhi磨滅⑪髄ぷい振催．､瑚褐灰色１，とi共・長f・の砂粒･--1.際、微細転察母・赤色粒ぺ''雲
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砂粒～細跳と赤能

Iu隣やや錫<含む
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<含む
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やや多く含む

内外面解滅嗣にぶい黄イ
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外而縦方向ナデ､.芯而板状１２具によるｰテ後散発的なミガ鐸。外面罰赤褐色.脚1,明黄褐色。
衝芙・長躯・チlj‘・・卜の砂粒、赤色粒やや多く含む二
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長禰・雲母・火111軒の砂粒荏赤色粒やや多く含む

内外面麿滅。慌仏句石英・長石・雲妹チヤ・・1,の砂粒一細醗と赤色粒多く含む。微細な粘

仮豊』.．？ごくわずかに含む。

内外面嵯澱。浅虻松色。王:英・蹴｢の砂位･-細喋多く含む
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壷
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壷

壷
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翌

艶
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唾部

底部
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底部

底部

底部

底部

底部

底部

底；

庵Ｅ

底Ｅ

rl織部

I:l織部

１１縁部

胴部

胴部

上半部

|【織部

内外面嵯域、,海底而ナデ,，

内外劇磨滅。外面継方向
石炎・艮軒の砂粒、職調

外而磨滅

細牒、賊釧

全面磨滅、
粒わずかＩこ

内外面磨滅
世紘多く含

外面睡滅。

'､細瀧、赤

内外面磨滅

内外面ナデ

長X:.・雲呼

外面磨滅、内面テデ,誰ハｸ.:.。｜ﾉ底面折電1.ゾ，塁。褐色。お英・長.固め，
<含む，

外瞳潜滅、内而ハケ肌外面灰黄褐色、iAji釦(字ぶい澄色。忠｡i英・是石のｉ
赤色粒やや拳<含む。

内外鉦･デ。海底而指頭に痕残,外lmiざぷい赤褐色、ｉこぶい黄種色。.(j蕊・農石の砂粒､‐謂
磯多く含む。

全面磨滅。憧色・求英・長極の砂粒、雲鋒、赤色粒やや多く含む。
外面磨滅、内

内外

内引

内ﾀＩ

外面睡滅。可

突帯文系”波

戦鷺。石英。

蔦帯史系。内外而溜減､､外面浅黄慌色、内面(こぶい黄澄色。ｆｉ英・曇種・雲嘩の砂粒やや多
<含む恒

突帯文系。幅広の貼付突‘勝。突術には左1．がりの刻胃。全面磨滅。明赤橘望‘
芸塚の砂粒やや学<含む。

１．浬ぷい褐色‘，衝蕊・長Z6.の砂粒、赤色粒非常'二多く

突循文系

石英・差

如意形L；
貨抵色、
赤色粒多

如意形、：
万わずかｉ

削睦減

ii磨滅

iii磨滅宮

ややI断く突出ｊる突術もつが､突糖端部は欠損。内外面曙掲竺､斯面にぷい謁色。
‘の砂粒､細篠非常;二多く含む。

餓層１１唇部連綻刻I,、頚部ヘブ描き沈総又。内外而塔城、：1録部横･f-･デか。外而浅
!､.羊に媒のため灰黄掲色。内面;二ぶい賛慌色目戦災長万・裳緑･ヅャ・・:燈の砂粒
<含む。

段ｃ『]縁荊部刻目。内外1節ナデ。にぷい憧色。粁英・長ｌｆの砂粒多く、微細なjgj閃
,こ含む。

雁方向ミガキか。内面板ナデ。外而浅黄機色、内封褐灰色。石英，長行の砂粒‘恒一
賎雲母・赤色粒やや多く含む

噸･ナデ・オ･ザ.二・外面撞色、：」、黄灰色旬砺英・艮府の砂粒但､･細際多く、赤色
含し

身内lmfI蔀･ｰヂ。外而灰白色、内面浅黄横色。外面に黒斑。茄英・長街の砂統、赤
心。

1繭オ歌．・綴方向ツデ。外耐11M赤掛色、ＩﾉJ面黒褐色。Ｘｊ英・長石・雲､:の砂粒
世稚多く含む瞳

‘外I自職色、刷而灰雀偶色ｃ衝巽・長梅・雲録の砂粒～中藤、赤色粒多く含も

勾面福鯛痕､仮稚~1台具のZ,.;摸残。外面にぷU鼠憧色､内而Iこぶい寅綴色。液笑
ひ砂趨、赤色粒多く含む。

に]緑か。突拙こ;乱刻::。全面磨滅。外面にぶい赤禍色、内噸無色目焼成やや
乏固の砂粒を非常'二多く含む

Iﾂ･デ・オザ.-も。；ごぶい稀色。ｚ:典・混石の砂粒、微細恥雲蜂やや多く含む。

､i指オサー,。識角。石勤！

訂明赤褐色、内面;‘言ぷい黄椎色。蒲英.

旅褐色。極英・長話・雲師

､ヶ:ｉ・才･I;･二．灰黄色唇７７典・艮石'

暁黄色。石突‘長列.の砂粒一中瑳、赤色粒やや多く念む。

ミガキ、内而指ナデ・斑･珊・二。外面にぶい此笹色、：Ai面明黄褐色画
段雲母・赤色糠まばら程含む･

・長石の砂粒ﾆﾆ扇震~雲忌赤色粒煮ばちに含む。
一

韮iの砂粒へ;.I磯多く含t序言－
<含む旬

少腫恒．:.蝶やや夢<含む。

砂枕､､;I｣蕊、赤色粒

砂牝一細熟、巽緑

＞葛奨・長講

､む。
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へラ描沈線メ
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i[目【 1外I唾磨滅画横･;･デか。（こぶい澄色唾,汀英･長石の砂牝､赤色粒堂ばらＩＦ含む。
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!黄橿色。行英･艮画の砂粒ミ
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常:二多く、突母、赤色粒、股化物
筋fi近のみ黒褐

わずかに念む

Ｉ縁端郎

Ｒ63478 r61鉛 c21画 nＷ4８ 弥剖冒・･自篭 壷 底稲 内外間溶減河熱色巳石炎・曇祇の砂粒へ細溌拶<含'む ５６

l紙”剛 r6109 哩層 弥生:霧 罰 底部 内外面嵯滅。外而寅溌色､内面+::謡い磁色。万典･挺万の砂泣｡､．綱際と赤倣粒烹ばらに含む。
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lIrり曲げ:]緑､、クシ雛蹴綴文帝.fに連続刺突文冒，大I外向嵯減、内面指頭摸,､外而里色、1Ｊ、
蒐黄猿色雪,fi英・挺屈・斐吐の砂地やく勝謬<含哩

ﾀ1個クシ蝋叉。河外耐薗減。外篇黒謹魚、lk1葡謹色鋤ィ『英・長.if吟砂粒多く、赤色粒占ぱ＃
,こ含む

クシ描直拙文･連隷刺突丈一ｉ人.外画麿滅、ノヂか。栓也曾禰災・蝿ｊ・窯、:の砂粒含む、

洞．､部外面浬統剤突:え外1,鰯トク|j調整、１黄,:蔦ナダ。外向性学.、l曙何にぶい茂憧色タ、
‘.．､学は煤付･爵のため暗褐色。７典・民府の砂;は､細際やや多く台ｵ.Ｉ

天Ｊ１部欠捌‘，外凹
蓄芙・差而の砂赫

速読押鵬突帯。商
赤色雑煮ばらに会

:I緑閏|i1人l外1.1;ﾂ･デ、iiij部外i罰ｊー ･ヂ、狐稲内面J濡・･Ij･軍.。脚外唾抵色。不英・長不の砂粒、赤
色旅まばらK二宮勘

劉外卿磨滅．：i緑郊内外面横方刺う･ヂ、内向趣l癖1挺蕊。IiM部1,.段ドはイ
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全耐磨滅。脚ｌｒ二1-二』--.’ｊー ヂの女.『'1名クズ:ノ？にぶい置色。:『H英美.病め砂粒-．Ｌｌ１畷多く、

赤色粒誇fかに奇か

内外前嶋城。：I縁
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11酷i糾而刻:：虻。舗嫌削悲－，l輝部内外面職；．．F'、IiN部内外Ir縦ハケ:Ｉ，ﾄー ぶい構色i,イ：
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il緯

赤色

布!:iｉ

、'‘

:『‘禄関

択『二㎡』

刈外而

邑Ｚｉ

Al外而

曇密の

：1禄端部侭１%力

曇可．・窯払鋤測

1人1用

l班，

琴
覗
》

!』･】外面騨繊、ツーデか‘‘胆ぷ、

１１縁端部を!､画然苫わずかi二摘み111．ﾜ．、外面縦ナデ､内面燐滅。外而鐙含邑､内面灰Iﾕ'色。証言.災

握欺~の砂栽～細磯少壮含む

.l織端部M､.2.i･;こ械みill-予・・全而醗滅色外而'二ぶい渦包、河而IIJ咽色。微細識;笑・庇:Z：

卿1.,咽H1罰葱ばらに含#.Ｆが、論･i-i.kきめ細か

外:師

匙外雷

砂粒

i;:】ナデ、内而愉ミガキハ興禍色．問英・長茅:の砂趨一矧礁、微細煮突

凸｡。

『左．;がりハヶ::調整、.Ｊ鋼?･デー｝皇ぷい黄桶色ィ冒英･塁.f-．

部擬阿績.．シ1..,11

まばらi;:命喧

l圧突帯･’1縫端
》砂位~矧礁やや

ａﾛ､

および,I瀧部内:;..に枇ｰヂに朕る．111線状の!:11み。凶外餌嵯漉』：剛冨やや強v:ゾデ

運黄色爵石英・塁‘(!:..Ｊ･･､'･‐.､の細喋ま澱らに合#

湖画愉フ

|瞥城。．I撮割I門前横ハヶH1砿ｆ･･ア。外面i:品ぷむ,黄醗色、内面明黄制色。石兆・長X;の

微細癌雲挫、赤色はま減ら;こ念む。

晩．堆ナデｉ]縁端部は讃･j-デによりFI1細状“:配螺曇外圃:吊蔑い､怜色、’'１１１j洩黄縦

畏汀の砂粒、微細な雲母，亦色性わずか侭含む｡

澱、休揺外而言１．．顎･罫.、休部内面板ﾅｰヂか。外禰1膳赤褐色、．蒋醐1二.ぷい.怜批一石勤１

脳､gi'嫌、券世粒やや多く含む。

『&･；･デコMI1部外;馬唾滅、時而ﾗｰヂﾆ外而;~慈財､桧色、.蝿Iml~ぷい面機色。志雄．

1.Xら淫含む。

ﾘﾄ而慰

摘み・ｉｆ、檎方悔切ナデ&雑ij蝦雑臆１１Fみｅ全隅溶滅ｃ渋茜臆色。石英

崎睦とj・

蕎予I･ザニ仮オ：

赤色粒まばら

外面；･デ。．i鍬端部:．!辿勾l罪ｷﾙー 『.。剰亦揖色･杯英・受付・雲、夢

洲噛卜両讃ず･ア‘，誼ぶい澄竺。狗美・長打の砂粒まばらに合f，

違純JIIll誇為2.河突帯、ｉﾊ.外画磨滅、横-;･折か。外蚕機色．四面洩繭
粒鰯<＆赤色頁岩の細喋．砂ﾘｻ紬”ずか(品含むｓ

:ｌＨ弓

側突桁。．却舛鷺:嵯城、骨･夢か。婚灰武色目７１.災・鐘“の砂裁～釧謙、

111部l｣Ll外霞l吟滅、広而１.半'二指頭痕”｝こぶ輪撹色ｃ犠矧掌7.典･｣罰,．

肥I;内外mti磨滅』稚色＄・jj英・艇,i-jの砂馳、赤色粒多く含む。

澗綿fl近航･ブ．/･冒溌色。頑う

誉滅、可庇縦ハヶ:１．７･デ。にぷむ‘黄議色。紙芙･長fjの砂粒ﾊ･細喋

蕊凹継２条。:副外面磨滅、猫ｊ･デか唖ぶい仇栓色。汗英・暴矛.‘

〈含む

デⅢ、明赤褐色Ｚｒ災・艇謝の砂粒-,.細探やや霧<合遜,。

燈色恩芯英･』趣iの妙趣･-＊雛、雲部、赤色粒童ばらに合＃』

具.－，．部横･；･デ。脚向へうみ･ズ￥・ヘラナデヘｌ砿i､褐色．

含赴

長掘･裳妙鰯砂粒､毒色粒やや多く含む③

露|桝葡才･･勝･〒-,ノリ面愉ー ァ。洞錨外面鑑.・・がりﾊｹ:髄鵬内,‘鰯
し稚色、IXlliljiL鑑い黄.燈色、jji面灰色。万炎・基牙．・斐雄の砂粒やぺ

lァﾆー 。外鱒｛
含む。
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６３

6３

6３

6３

唖

6４

E2NW 弥生’２ 刈外J1脹波q，・判ﾀ’ ､.'釘fL,，活 畏汀の妙:肱～洲喋、微細な雲･I霊億ら:弓全も
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R623Ｍ

R620

R635f

Ｒ脇

RG2520 r6129

3086

fbワ院
･巴ｰ■､』

2通

e2IEi

巳2厨

一望咽

e2周

ＤＲ４８

ＤＸ４９

Z)聖７

1〔lq7

兇握よ‘

弥生：二号

弥生.'2

弥生ﾛ・・器

坐：.淵

生｡:！ 騨

説

識

課

;｢緑削

胴部

胴部

;;隷剖

１１部

|側

り曲げ.：

夢<含む

血多条』

ラ描枕線文。内外1節磨滅二淡蕊憧色』ｆｆ菜・長埼・雲母.の妙粧一厚剥離やぺ,多く含好昌

1m沈維文･刺突文,,内衝ﾅ玲溌武撹色二燕．艮尚の砂泣--糾鵜雲哉やや多く含む‘
;系天亨蕪E煎詠連続刺突文1ﾉ』外,f｢晦減｡没黄松色:禰災.侭ri,幾m:の砂粒やや多く台か
戸内型誕っｌ鍬端部外面
粒～嬬陰と赤色粒やや夢

篠，へｼ描き沈鋸文目庇ﾀ|面,削減塁桟溌擬色ニポi災・提X;.・雲吐の砂:Hf.､細雛や

線号脚外1筋磨滅＆にぶい蛍憧色.､ィj韮一蝿ii心砂職多

付突桁。クシ職丈“・AI外面磨滅、・タデか冒捜色言謂英・長‘i-i画
金才

r６１孫 IＸ･‘1６ 弥地．戸P 篭 :ｌ緑謡
内ﾀ|而睡減。外
的に峻強:"た.．

縦ハケ同篭･ノデか。可外面鐙色。折l訂にぷい黄色だが、・・部分楕色罰．.iＩ

!fI自あり。荊筑・艮矛.の砂性、,洲擬歩く含む。
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｜世物内零
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弥生土器

弥生:i、

弥生＊！

弥生.：

弥生･孔涛？

弥生二:涛

弥生上涛

弥生I･瞳器

弥生上

弥生’･‘

弥畿-t§

諦生･‘二２

弥生型

弥生巽器

弥唯．:F器

弥牛士

撚種

斑

蕊

壷

謡

煮

謡

認

罰

謎

説

説

｛
童

壷

難

壷

都依

上半部

Ｌ録需

11織謡

１１織部

１１縁部

胴劇

底部

底劇

底Ｉ

｣底

底部

底部

底部

底部

唾部

底部

文雛調整・色調・飴－１?蔵どの聡散

外面タタキ、内間ハク･園。’１緑端部付近横･』･デ。外面媒付清建・‐部-秋被熟K二Ｊ'ろ赤変。外
面に漂い就授色、内面溌燈鐙色。石英.受の砂粒～細磯、微細な雲睡窒ばら短含む。

外而タタキ識整、内面曜滅。没我瞳撹色皇職災・任蒋やや多く含む。

内外面磨餓。演黄桧色。禰英・怪Z..の砂粒と徹総象斐嘩やや多く含む,．

内外面ブ･･芦。糧色･種英・長石｢の砂裁～細礁

－２重l｣識壷の-L汝11織部か｡内外面磨滅｡職位智石

外翻タタキの島縦ハケ目調整。内面ケズ;j・外画化ぷい鐙色，内面I;ぷい黄掩色。内外面に

煤付君。石捉，畏芯・雲母の砂粒含む。

内外、磨滅、･ゾデ．，i･Iﾅ･-g:。外磁i馬蕊い横色．：』１画渋黄色。石英・長ｲﾖの砂粒一鋼雛、赤色

粒多く含む。

内外-訂磨滅遡舛甑明赤褐色、同薗黒褐色宮石英・提禰の砂粒一細礁多く含む恒

内外面鵬減

外面鳴滅

外面から内耐に|凸

色。布炎・長石

蔭i冒底・外i随灰色．１副画版鏡い黄催色。刀:，炎・低石の砂粒､参【:'際非常iこ多く含む。

外面ﾅｰヂ､内面クズ.)。外面褐色､I却画にぷい横色。何英一氏石の砂粒～細喋非常に多く含む。

l外面磨滅、タ･デか。ｉ目ぷい黄積色。イ淡・催蒋の砂粒へ,細離を多く、赤色粒わずかiﾆ含む。

'1､面磨滅幽外、､弓憩い補色、内薗灰黄褐色亀石

7卜画睦獅
郵わずズ

寅凹脂才･･蚕.。外廟燈色、内iii:,こぶh'､黄樋色。石.笑・長兎の砂粒～細際多く、

に含む。

|州

_ⅢＩ

面に悪い黄祇色、外面‘僻掻色。石英・長万の砂粒一II-I蕊多く含む。

ァ。外面桔色、：人$1ｍにぶい黄樋色ご伺英・豊Tfの砂§位・細磯多く含む。

ﾅての焼成後穿孔。１入!外面磨滅。外商i品ぷい橿邑、蛍灰篭。内面にぷい縄
沙撒･-割磯多く含む

に含む

憂蒋の砂粒～細磯､実錐．やや多く含む。

長石･テｰ･ャ・・卜の砂粒一細磯多く含む
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弥生6号器

弥龍土器

弥小1-器

弥生一．§

弥生.'.層

弥生.：

弥生.:．

弥牛土＃

弥蛸･と

弥生i:．

弥生』.蓋

弥生世

弥生-｛

弥生_!：

ｌ謎

謎

錨

誰

誰

艶

蕊

蕊

謡

翌

認

諏
坐

副祇
』し

底部

曜郡

底部

底制

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

.､.半謡

底部

底部

底部

内外面ｰヂ。外面明赤褐色。揃而にぷい赤褐色”イ:i英・長祁の砂粒一中蕊、要母多く含む｡

外面縦ミガキ、内面拾ナデ・罰サユ。外而腰;Fi色、内面i晶蕊い黄稀色。:I『炎壁禰・裳師の
砂粒わずかに奇む。

内外面喋城、外面灘ミガキか。外面にふ呼噛僅色、内面灰&'』色，,位英・長石・雲錐の砂粒ま
|苫らに含む。

内外面磨滅･外面灰茂色、内面携黄綴色．２j英・長石の砂粒.､-中震やや多く、赤色粒讃ばら
に含む。

内ﾀ’

外面
ばら

内外満膳織。タト而明赤褐色、内面褐灰色。７i災・長宥・雲吋の砂.陸､細雛多く含む。

内外面麿滅・明褐色。宥英・長樹・雲赴の砂紘と赤色粒まばらに含む

内外面磨滅２
石英・長孟（

内外面11い･ナデ。外唾而螺旋状の底部)峰し痕跡か。タ{･而明赤褐色、１人1面黄灰色二:ri英・長
荷の砂粒､診緬際非常に多く、雲録わずかに含む。

内外而ブデ・オサエ‘,明赤褐色。稲.､炎・長石・婆脚の砂粒へ純薙やや参く含む。

ﾃｰテ・オヴエ詞諮。明赤褐色、外厳而および内底面は黒褐色。石英・長府.・雲母の砂粒やや
多く念む･

外而謝勤....、内耐肺－．デ。灰白色。石英‘提種の砂粒やや参<含む。

と.;『底状I､外I峠-戸、囚面膳減。外面§二ぷき､黄褐色．内面黒褐色。､萄英・長,直の砂粒～細蕊
噂多く、チ手一;､.E;･メカＪ卜？‐赤色粒わずかに含む。

外ぱず･デ芳・･’

ilj賊

含む《

､タ,.,酉にぶい赤褐色、内面灰褐色。撒綱な石英．､長石‘雲鮭やや多く含むョ

矛、１Ｍ而騨減遡外面ＩＦぷい赤褐色、内面燈色。荷英・長掴の砂紘、微細准英ほま

3外laj･デ、・部ハケ!i･内面ナア・オｆｊ･基。外面赤褐色、内而i二ぷぃ黄摘色
の砂粒～中腰やや多く、雲赴わずかﾄｰ含む。

ＩＦ.､内面晦滅。外面に蕊い鍔色､肉間赤褐色些石英,長ｲ？の砂綻やや多く含む。
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弥生1.器
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蕊

認

蕊

唾部

底部

底部

底部

底部

庵釧

斑部

底部

上.げ底状。内』

ｆげ底状。湖引

l･げ賎状｡外面嵯滅､内面則酎･デ､才剖｣･二･外而明赤褐色､凶面識色｡石英.奨雨砂睡意
細礁、空厭、赤色位わずかに含む。

.."底状。内外而鰐減､内面ナデ国外1闘燈色､内而浅黄色爵緬英一長石の砂粒一細喋多く含む。

内外面ナデニ外面赤褐色､1人1面･外底I甑黒悩色。Ｚ'英･長石･雲埠の砂粒～細擦やや多く含む．

内外面磨滅畠；Fぶし､黄横色。石英・催石の砂趣～中際多く含む＝

内外而牌減・外底面･デ。内外前掲灰色＆煤付許か冒藩炎・曇軒の砂粒、徹洲な雲錐やや多
〈含む。

全面磨滅壱；二ぷい燈色含石英・辰どの砂粒と赤色粒まばら紙含む。

E１，.う

雨晦＃

明赤褐色。行英・長打の砂読やや多く含む。

、外面灰黄褐色、湖而黒色。衛英・長訂の妙趣多く含むａ
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外面.デ､脚外賎圃･ﾅー ﾗ『･ﾌｫ･-.ﾉー ｴ･擬地面は荒#L-でいる｡外
外観部煤のため黒褐色電灯英・畏右の砂粒一細蕊、赤色粒

‘Ｉ.,げ臓状｡外面詩零..¥一・フデ,内面麿滅、･ず･･戸かａ外面i器

装万の砂粒～矧喋やや多く、雲赴わずかK昌含#』､。

|ﾉJ外面･ナデ･オサ．．:-．外而にぶい黄糧色、内肘に蕊ぃ憧色。.f『英.長み霊峰の砂粒…細票、
鎧化物やや多く含む。

内外塵｢麿滅、・ﾀー ヂ，オサエ。にぷい黄稀色ョ；伺灸・長ｲiの砂粒--細嫌、赤色粒やや多く、微
細欺角閃薦ごくわずか漣含む回

‘･乳げ底状層焼成後穿孔。河外面ﾅ･デ。外面lﾘ排掛色、・ﾉﾐA而黒謁包。軽i英・長石の砂粒～F:，隙
多く、雲母:、赤色粒まばらに含む。

ﾀ|,面ハヶ･’

長榎・雲赴Ｉ

内外I釘推オザ.．：，ヅーデｈ外面:こぶい褐色、ｉ入11創然色。府英・長園の砂諒～釧礁非常瞳多く、
砂岩際、赤色粒わずかに含む【”

口隷端部.宅而凹雑１条。内外iii磨滅、Ｌｌ鎌部外面識ナデ。内外而赤色、断､i製色睡Ｚ･英一侭
,瞳’花偶器・砂培の砂粒一綱礁多く含む。

外面へラ状.､具iこよる労･号.ｺー ．画璽ｊ･デ．-1斗.．『、鰐据部付近は横ナデ。外面にぷい鐙色・
明赤褐色、内而}こぶい黄橘戯。万炎・曇霧の妙趣-,.細喋多く、花尚器の細蕊赤色粒わず力
に含む。

凹細え？直下iこ反時計凹りｉＦめぐる爪形文。内外面磨滅．内而構ミガキか。外1節二蕊い黄捜
色、内面蛍間色１櫛英・長禰・雲母の砂餓含む二

.】1緑畠

長石‘

:1緑呂

外唾５条の沈線文の直
砂粒～躯疎多く、微細。

外砿凹線文。内外雨

､:Al面棒状ご呉？【品よる西凸。外両極色,､．にぶい溌色。内閲･断而黒褐色，石英
の砂粒･-謡藤多く含む。

に時計皿りI舌握

、閃麿と亦仇粒
続爪形文。外面明赤渇魚､lAl而曙褐色｡？i美．
わずかに含む。

;粒．赤色識まばらに含む。

',寅稀色、．挿圃黄描色。石英

葛い褐急、：All訂明赤掛色。

ふく含む。
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隊・諏幣・仇訓・胎髄なとの緋徴

.:禄部外雪凹維叉。全面磨滅､,外而輪色､1姉耐亦謁色。藷英･野iの砂粒韻､細擬多く含心。

米貨臓矢*l棋透孔７方向・抑柱総Ｓ条へラ猫沈線測譜部２条l:I|綴‘･脚端部i,､､餌;hずかにrI1
fj‘＝ｉﾊi舛向赫滅、内而絞り痕残る。薄H‘,.-]狸:充戦。内外面諦色⑪万夫・長所・実母の砂粒一
調喋、赤色粒やや多く含も

iTI縦充填‘,外而磨滅

据羽恨遊孔。黄厩･；Ｚ，
趣ｆｉ控、脚部億m。石

未貨週の漁羽恨瞳孔か似外【､凄減。聯部内面絞り痕、坪郁i人11ｍソデ。明赤描色。石興・長fｉ
7〕砂粒多く、赤F1はわずか!§含iFj

末旦辿矢羽恨進孔・謬条沈線．:ﾉ,I外画磨滅魁内面絞り痕？憶色。打英･狸衝の砂救や』t,霧く
赤色粒わずかに含む。

来陛逸欠覗
能･』･デ'‐針

未・貰迎矢刈根途孔･脚裾部I:::細文2条･脚端部畠条‘内外lIi磨滅､脚裾部内向:桃ず．デ･外而
珊赤褐色、門前燈色一両奨・長‘ｉｆ・雲峰の砂紘、赤色粒やや影く含む

未既述矢羽根透拙据部１１『l線支『'1人l外哩磨滅。撹色。７;炎･峰届の砂趨､赤色鐘まばち};･命も，

凹線文を柵部外而３条、裾端部二条｡外、篇色、副向と紙烹:の部黒色､，Ｉ鋤：,語磨滅、内1劃
捲顛維換残る：＆;菜・美汀チヤ・Ｉ･の獅粒やや多く台も

へラ蹴沈級魯条の直ifにヘブ描きの;.･形文。磨滅と剥落のため判iiuし難いが、脚裡部凹線丈
２条・卿端鰯１条か。タ輔l灰焚褐色、向耐二ぷい祷懲、衝英・長石・雲維の砂粒一細喋夢く

P撫充蕊､蜘外唯i戦"･ず⑥外耐IIAl悩色、内面Iﾘl赤褐色。fLi英，趣･の砂粒多く念む。‐

可銚充筑。外而縦ｿ･デ．訓刷紬･ズ::冒機黄惟色。Ｚ.､典・臆肩・婁母の砂粒やや多く含む狸’

外面嵯減、ハケ:､残露仔。内而-jデ躯外匝明亦櫛色、河l飼にぷ屯､撞色。弱曝英・長調.の砂粒-､州
隙、赤色:位やや多く含む‘，

内外而蛎城．外而に錨v堵鴬色､Ｐ

外面ｰﾃ'・オサエ｡，にぷい稀色｡

に形逃。ノJ外面磨滅。溌色。蚕芙・畏石の砂粒．．‐矧雛多く含む

山外面磨滅層坤部外師凝ミガキ邑嘆部外而左.ﾆがりハケ［調桜，脚部1A1面絞り症残る。４方
向.:.形遥,:]鍵売j典柵|,而偶灰色､断面;､:ぷい慌偉響微$Mlな石典;･美禰蕊吐く-や夢<含む。

‘２－ンタシス状ヨタトl前i膳賊、内面ﾗｰﾃﾞ捜色.:、薗英･良心･雲母の砂粒、赤色粒やや多く含む

外i罰寸･デか、ｉ'､;面横クズノ後椛ナデコ銃リ換健ぁ二鱒､哉燈色．;f1英・長窟の砂粒、赤色粒
を牛や霧<含む。

外面鑓ハケ::、ｉ人11銅』や;い悩ハケ,,。旗端』il耶近職･ず．デ目外面栓色一ｉＦぷ準憧色。内面筏
衝樋色。Ｚ:災・憂万・裟何:の砂地、赤色粒少量含む

糊川形透層内外煎唇減。侭色ｅＪ,'炎･艮蔚の砂粒多く、微細なfjl綱7,赤色社わずかに含む。

壁<諏形進。外而磨滅、ミガ毎か。殉而･ナデ。侭色鯵イi蕊･長打･雲母の砂粒､赤色粒含む‘，

i根逸孔Ｋ脚掘部凹線文３条、閥l端部：糸。内外面磨滅、ｌｊ智.ti梢，1-．リエ後、リニ据部
卜面積色、詠叩尾ぷい但色。軒英・畏鷹・霊域の妙粒、赤世粒含む

1ﾖiミガキ,､挺色鱒そ英・蛙謝の砂綻～細瀧まばら【ご含む。

二継走、内外面溶減、囚1ir絞り狼残る。：~雛充魂と催定。平静‘Al外耐
腿・蛙:Fi・婆、:の砂粒やや多く侭む。

I剛ﾘ渦灰色墨と.災･催Ｚ.･実禄の砂粒

,石英・長石の砂粒、織剖な実厭、赤色粒卒や多く含む，
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大型I鴨。内外1節晦滅。：1識端I館は擬凹線の急円形浮文Ⅲ!if‘I･‘,浮丈Ｋｒは
;こ雄す。にぶい捜伍。粁英・展巧・婁厭の砂粒まばらiﾆ含むが、胎・:：

ラ戸・罰:j･占二罰整置側向く晶脂淑棋がIﾘl賑。（晶鏡い赤謡色，黒斑あ}北極炎・長{;の砂粒

魚戯やや多く含む

全霧溶減‘，にぶい稚色！f｢蕊・良ﾓﾐの砂粒･-細諜まi‘Kらに含む。

全面謡減､内外而ナテ'か｡‘舛雷恥赤褐色内而黒褐色｡巧共･蚤玩の砂粒弓維撰多く､子.､F・糸
砂塔磯、赤色粒まばら侭含Ｌ

外I姉酉減、、利l訂ナダ・''－１F･一二.。Ｆ１外lii諸色。誘婚長石鈴砂.随､縦娯を多く、微縦な望jJ；

赤色粒わずかに含む‐

内外面
赤色趣

内外m感激、舛駒底栂l近端易I．¥．､ざ.号』ヘ外酬に難い黄椎侭、疲那Ｋ,41.-,:斑腸イ:英・辰ｲｰiの似

他含む

外

外

二
・
⑧
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・
み

!z端睦;&噸lを摘慰&ル，小吾い鴎状。下端はやや､F坦・，知外面に封げ､黄溌色、斯而褐灰色

獅英・長‘fi・雲母の砂粒、赤色粒やや多く含む壇

ﾀl-而顎ー ヂ・指号iサユヨＦ,l外面にぷい黄褐色。Ｘ;･災・景石の砂:枕へi:'磯、雲蜂多く含む画

全面蒋減。外
の砂粒、赤色

雲磨滅、｜j難il記'･デ。：晶識､穂色一イf葵・長Z-i心砂舘一訓雛多く､チャーート心砂粒わず力

含む。

jV外而蛎漉色にぶい出澄色。殖捷・」芝石・実、:の妙趣こ赤色粒ま:.Kらに含む

↓両に板,|ﾊー I:長の小:、を押捺､〆危連誰斜隷史を蝿し、中i､fと，を識･;･'デ調整Ｌ－で、’'１形浮丈;1,Iｉ

J、．'録端部付jE畠に沈線心判而ー ヂ･ﾗi-･農）･･･こ。横色．糸.英･艮凋の砂粒～細喋やや多く含む
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表１３SR-301-④層出土遺物観察表

Ⅱ－１０Ⅱ層下の遺構と出土遺物

7６

7６

7６

802 1-6129 石器 7６

7６

DI149
Jf

809 1.6169
l』

ｌ』

189

H１

7８

7Ｒ

7８

４１Ｒ64007

{６ |｣織部 7８

R64OO61
1-6247 ＤＹ４６ 7８

６～９は縄文土器。６．７は深鉢の内湾する口縁部

で、６の口縁端部は面をなし、外面には横方向の太い

沈線１条がみられる。７の口縁部は先細りになり、端

部を丸く収める。外面にはミガキを施す。８．９は胴

部片で、８には磨消縄文が認められる。後期。

黒色土器が数点存在するが、口縁端部が外反する塊

や、高台をもたない平底の坪底部、「〈」の字状に短

く開き端部を尖り気味に収める口縁部の蕊は、いずれ

も９世紀後半に遡る可能性が高い（図70-15～１７)。

なお、調査区北東部でⅡ-2-⑥層に紛れこんだ可能性

のある遺物にも、この時期以降のものはみられない。

SR-301-③層出土遺物は縄文～古代に及び、弥生土

器と古代の土器が多い。また古代でも、赤彩土師器な

ど、８世紀代の土師器・須恵器が多く、黒色土器はみ

られない。８世紀後半から９世紀前半の幅を想定して

おきたい。

以上から、SR-301は８世紀から９世紀前半頃まで、

砂喋層・砂層の堆積を促した洪水性の流水を伴う自然

流路であったのが、９世紀後半頃に流水が停止し、

１０．１１世紀の間は、シルト層の堆積が進行する窪地状

態であり、これが以後の開田の条件となったと推測で

きる。

(3)小結

SR-301各層出土遺物について、以下のようにまとめ

ることができる。

SR-301-①層からは、黒色土器塊が一定量出土し、

高台端部を丸く収めるものがみられる（図61-41～

44)。そして、回転糸切り痕を残す土師器坪底部はみ

られないことから、１２世紀以前に遡り、およそ１１世紀

中頃から後半までにSR-301-①層は堆積したと考えら

れる。

SR-301-②層では､高台をもつ土師器塊はみられず、

SR-301-①層に比べて､古墳時代以前の遺物が増える。

遺物継曙

抑

７’

剛

Ｓ（

Ｓ“

8鵬

８１０

英測

R鶴685

Ｒ鑓998

Ｒ62‘1詔

Rl123妬

Ｒ625縄

Ｒ62鱒Ｉ

Ｒ極128

R63527

Ｒ63131

R蝿Ｉ

Ｒ６妬ｊＩｉ

取１．‘

:．S168

澱二位峨

噛侭

哩 蛎

ｅ２耐

Ｇ２ＩＷ

己２１画

Ｂ２刑

〔§2層

ビ２jＷ

己２両

ｅ２腕

Ｂ２堀

Ｆ２掴

iii蝉・地区

ＤＹ訓畔

ＤＵ４６

DS46

且)Ｒ４Ｓ

1)砂1７

r〕｡

ＤＷ５０側

DＵ４９

髄鞠門咋

祉乳

暦１

:7..器

唾器

可さ
.』

Ｚ:､器
咽
〃
毎

舟.iｆ

fi2

洪思

鉄牌

鉄＃

器揮

曜茨

離誘

砥暦

砥石

抵

＊調・

台‘ｲィ

矛

不明

飲鎧

鉄韓

部位
に燦’調'膳・世澗.,i台,､なと3の特識

砂岩製．楯;.:形、’1乳分欠掘．現、､IIi

砂場詮寵大部分が欠損＝魂垂1,t132.9

ｋ山岩製．：f僻渇の職禍一亜虻二s‘1.7

,蛎謄産？亥

現

的な催尾択

断而〃形･で原みがあ'ハ端捕へ向かつ．ご常ｉ華･っていくが、塊･方の端溌【よ同

現噸､:4.1齢刃祁が・・部欠１１塵平恨式で頚部を:Ⅱ:つと推定誉;i‘,、縦隊|鯉の形状IjL不ＩｍむあＺ
がfjii形式と推定

塊戊１１．９５ＥｏＩ無二んと鍬労臆な胃、

揖蝉。大

者製。犬

製。犬

岩製。フ

;号凝．大部分が4《

ｌｆｌ９７５鐸是違は１１

号が欠眼“：明確牡

汐が欠批,現頭

iく蝿n．瑛亙赴一

部分が欠批,現〕毒11:4甥I駒敬『:後塵,,‘摸：－－

現虫iIi:２７'1贋‘･膳.1Kは賎察で罫

砿Iﾄー 使励”睡辺:認.おずかに．徽判摸が認晦られぁが、策r:．

躍.6鮭離打痕がｵ〕ずか，

25.睡俄打痕が集中･』る箇所菰

１蜂。Ｆら象間ＩＦ暦痕二

ｌｐｉとざ,使川。砺磨擬蕊患。

蔦が挑中ｖｊ‐

緯l摸がわずか

､Z認められるｃ

為箇所があＺ

二認鋤らン

が､平滑な作飛面あり。

誕馬

;為デー

収納

瀞号

7６

７Ｇ

７６

詔

鮪

図

ｍ
｜
錨

岨
一
賑

１.恥.f

閃 l27SR-30I-①肘111上巡物一

適鞠笹

l刺驚'１実測

Ｒ６化U２

R6&'００皇

R640US

Ｒ０ｌＯ鵠

ワ
】

■
一

蝋Ｌ

rI125C

ｒ6247

1.624s

２６２４８

:１．:侭価

涌位

に§3吋

０３財

r:3鰯

蝿播

引河

錦画

“研

e3圏

嘩珊

世附・」雌ボ

ＤＸ４｛

ＤＹ４７

I>Ｙ;1５

l)Ｙ‘1吋

ＤＹ桶

ＤＶ４Ｇ

、Y零７

迩物刃存

甑別

Ⅱ.白△ﾛ1
-1川』

､恵器

錐ZＬ２２

弥生.１．

弥生JLz

柵文.昌器

１１文崖

文二:｡｛

文･'２器

器i‘1１

1m

艮蟻壷

顎

高川

高坤

糖Ｉ

深鉢

譲鉢

部世

唯僻

IIjTf3

:ｌ詞

:ｌ鍔

:l鍬部

ＩＸ部

稲

文様，勤雛・色剥・胎・なと.‘の蒋微

|Ｊ鎧卜鰯に'1賑ターデタ｜

綿鵬篭撫舗若）!

ｍ，：Ｉ隷端？

化輔;。ｘ‐

;1縄部外ili～プ

侭き・尺趣任.、

'而に松.f･テ

F{､面識･ナデ。判.可：

く含む

量半i二凹線文３条。可外庇･ノデ画ｉ;ぶい概色ｃｉ:..災・低冠拶<、赤色粒ま1.Kも3こ含;」

半庇晶凹線状の凹み。内外I峰･デ。刻外l姉.:ぷい鐙色、断l釘暗M<黄色蝿’
lを弱の砂杜､細蕊多く、赤色粒わずか;ご含む

而俄ナデ｡胴帝剃.価ミガキ.外而黒色､可而黒褐色‘,石蕊･畏荷の砂粒多く含む。

1.．外面幡肖瓢丈、内而ゾデ1,茨黄褐魚血４･英･長ｲｊの砂,技と磐母多く合も

傾き・犬地任迩 外哩Ｋ龍方ＩＩｌｊ･デ(章本蕪の束？）､lJJirブデ区宏挑､腿とiの砂救一・細確多く
雲吐わずかに含む

郡lヘラ切り熊:芦痕。外両淀出鐙謹．；

鉦･梢底”

鴻娠色ｆ・部自然ｆＩＩｌ)、内面択魚ｍ４ｉツ

:亀、測而にぷい笠撹色‘王.英・長４．顔

内外職抜･』デ。１入1外而撹色、綜而洩共鐙世ｆ黒化婚も。イ.英・長ｆ５の、

部識色。Ｉ,L1面に葛ぃ黄謁楓、．

§・長７:の砂純まばらに含ｆ･垣

沙粒多く含む耐

IⅨ料
誰IEl.

詔

認



１１その他の出土遺物

これまで報告してきた以外に、Ｉ層あるいは撹乱層

として、重機掘削段階に採集した遺物や、璽壕などの

手作業による掘り下げ時に出土した遺物がある。また

に、SR-301-②層あるいは③層の掘り下げ時には、少

なからぬ出土遺物が見過ごされ、廃土から改めて採集

した遺物も少なくない。これらには、縄文土器から近

現代の遺物があり、中世陶磁器や鉄器、さらには旧練

兵場関係遺物を中心に、特徴的な遺物を報告する。

提示した遺物は38点（図128.129)。２．４が調査

区南壁（畔）掘り下げ時にｅ層（SR-301-②～④層）

出土として取り上げた遺物で、５．７～９が廃土から

採集し直した遺物で、SR-301-②～④層出土の可能性

が高い。他は、Ｉ層あるいは撹乱層出土として取り上

げたものである。

１は、左上に先細りの突出部を端部に貼り付け、端

面に不規則な連続爪形文を施す。縄文土器深鉢とみら

れるが、土製品の可能性もある。

２～６は弥生土器。２は壷の口縁部で端部をやや肥

厚させ、右上がりの刻み目を施した後、中央に太い沈

線を１条施す。前期末葉。３は、端部が水平で自重に

よるつぶれが認められ、脚台部の可能性もあるが、

傾きと屈曲方向から短頚直口の壷口縁部とした。４は

尭口縁部で、端部外面はやや丸みをもち、水平方向に

のびる。中期中葉から後葉。５は縄文土器とも考えた

が、焼き上がりや調整から弥生土器と判断した。外面

に微隆起突帯を平行して３条以上貼り付け、かすかな

がら刻みを施す。西南四国型尭の胴部である可能性が

高い。６は焼成前穿孔の莞底部。

７は土師器小型鉢の上半部。丸みのある体部に短い

口縁部がつく。

８～１０は須恵器｡８は扇平な擬宝珠状の蓋つまみ部。

９は高台付坪。焼成は瓦質に近い。１０は小さいが外に

踏ん張る断面方形状の貼付高台を有する塊底部。器壁

が薄く丁寧な作り。

１１は須恵質陶器で、貼付高台をもつ碗底部。高台の

貼り付けや仕上げは粗い。

１２は瓦器碗。やや大型である。

１３～１６は磁器。１３．１４は青磁。１３は屈曲する口縁部

の青磁皿。粕調は薄緑色で、体部下半露胎。１４は削り

出し高台の底部。内外面ににぶい緑色粕を厚く施す

190

が、高台内側は露胎。１５は削り出し高台の白磁碗底部

で、粕調はわずかに緑がかる。１６は青白磁小壷の体部

とみられ、外面は浮き彫りの文様が施されている。内

面は露胎のまま。

１７は備前焼揺鉢の口縁部。拡張した口縁端部に２条

の沈線をもち、内面に鋭利な工具で１１本１単位の福り

目を刻む。

１８は小振りの軒丸瓦の破片。巴文と推定されるが、

珠文は認められない。

１９は刻印をもつ土管片。刻印上段は、斜･めの井桁の

中に上の字を入れた記号を「衣山」の字で挟み、下段

には「細工人元吉作」とある。松山市衣山周辺では、

現在も窯業関係商店があり、そこでの聞き取り調査か

ら、粕薬を掛けていない素焼きの土管は大正以前のも

のであることと、連隊の置かれた松山城三ノ丸の土を

持ち込んで練兵場を造成した際に紛れ込んだものでは

いかとの教示をいただいた。

２０は砂岩製の台石｡集中的な鼓打は認められないが、

散発的な鼓打の後、磨面として使用したとみられ、側

面は砥面として３箇所を使用している。

２１は用途不明の石製品、蝋石製か。研磨によって整

形された直方体で、一部面取りも行われている。その

中の１面に「上」の字が刻まれ、その左側面に未貫通

の穿孔が認められる。

２２～29は鉄器。２２は上下を破損するが、残存部中ほ

どで屈曲する。断面肩平。２３は直角近くに曲がる断面

方形の鉄器。２４～29は断面方形の鉄釘。２４～27には、

折り曲げによる頭部が残る。２８には横方向の木目をも

つ木質が付着している。３０は鉄津。２８６９を測る。

３１．３２は青銅製品。３１はボタンで、表面に文様等は

認められない。３２は銃弾薬莱。３３は径１４mm弱の鉛製の

球体で、孔は認められない。現重量１４９．３４は柄部分

を欠損する匙。真諭製か。３５は青色のガラス瓶。口縁

部が不均等で、吹きガラスであることがよくわかる。

３１．３２．３４．３５は、１９の土管片とともに、練兵場時

代の遺物とみられる。
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表１４その他の出土遺物観察表
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査区南部では安定してみられたが、SR-301-②．③層

が盛り上がる調査区北部では、Ⅱ‐２－⑥層と区別し

難く、存在しない場所もあった。それもあり、調査区

北壁・東壁の土層記録では、SR-301-①層とⅡ‐２－⑥

層を一括表記している。ただし、実際に面的に掘り下

げを行った際には、調査区西部を中心に、撹祥を受

けたと判断した上部10cm前後をⅡ‐２－⑥層として、

SR-301-①層と区別した。

自然流路埋没後に水田が開かれるが、水田面と覆土

である砂喋層を確実に追えたのは、中層水田である。

水田面を覆うⅡ‐２－③層は、壁面土層で上部Ⅱ‐２‐

②層と一括しているが、平面的広がりは安定し、水田

畦畔検出前と検出後の上下の区分を明確にして掘り下

げた。その下で出土した中層水田は、一部畦畔に不連

続があるものの、１８次調査中層水田と平面でも土層で

も連続し、両調査区全面への広がりを確認できる。

ところが、中層水田下の下層水田と中一下層水田間

では、２５次調査と１８次調査の出土遺構が明確に対応す

ると確定できない状況がある。２５次調査では、１８次調

査下層水田と連続する水田面を南から追跡し、調査区

全域において下層水田が広がるとした。しかし、旧流

路SR-301が深い調査区南部については、１８次調査下

層水田面を連続して追えたものの、SR-301-②。③層

が盛り上がる調査区北部では疑問が残る。それは、

下層水田面を覆うⅡ‐２－⑤層が安定せず、Ⅱ‐２－⑥

層も広がらない範囲が存在するからである。調査時に

は、しまりのある下部砂質土の盛り上がりを畦畔とみ

なし水田としたが、報告でＳＸ－２０７．２０９．２１０と改め

た範囲である。Ⅱ‐２－⑥層が安定せず砂質が強い状

２５次調査では、隣接する18次調査と同じく水田遺

構が出土し、下部の自然流路からは大量の遺物が出土

した。そこで、まとめとして、水田遺構の変遷を１８次

調査成果とあわせて提示する。ただし、遺構の時期に

ついては、２５次調査知見を加えることにより、若干の

修整を行う必要が生じている。

また、自然流路出土の、縄文時代から古代に及ぶ大

量の遺物からは、自然流路埋没の時期だけでなく、上

流域を中心とした周辺の遺跡動向を窺うことができ、

周辺既往調査成果との対今応を確認する。とりわけ、特

徴的な古代前半の遺物については、道後城北遺跡群に

おける遺跡動向の中で、現時点での位置づけを行う。

１遺構の変遷

まず、１８次調査出土遺構と25次調査出土遺構の対応

関係の確認から始める。

自然流路は、平面的にも土層の対応からも、１８次調

査SR-400と25次調査SR-301が一連の流路である。河

道内の中洲堆積である18次調査SR-400-③層と25次調

査SR-301-③層、中洲堆積を覆う砂層を主体とした１８

次調査SR-400-②層と25次調査SR301-②層、そして

恒常的な流水が停止した後のシルト質土である１８次調

査SR-400-①層と25次調査SR-301-①層が、それぞれ

対応する。２５次調査SR-301-①層は、SR-301が深い調

Ⅲ調査のまとめ

I自然流路］

１
１
！

図１３０１８次調査・２５次調査区の遺構の変遷（１）
（縮尺1/600）
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況は、写真にも表れている（巻頭図版２)。さらに、

18次調査SD-307から北流する25次調査SD-211は25次

調査区中央部で最低となり、北端はむしろ底面が浅く

なる（図56)。以上から、２５次調査下層水田の北部に

ついては、１８次調査下層水田と一連の水田とするのに

疑問を残す範囲を含む。なお、その範囲のⅡ‐２－⑤。

⑥層取り上げ遺物には、SR-301-②層出土遺物が紛れ

込んでいる可能性がある。

一方、１８．２５次調査とも中一下層水田間では、中層

[下層水田Ｉ

i中層水田Ｉ

Ⅲ調査のまとめ

水田耕作による削平で残った遺構として、水路の一部

が出土している。いずれも下層水田の並びに平行し、

１８次調査ＳD-208.209には切り合い関係がある。これ

らに対応する、中一下層水田間に存在した水田面の一

部、あるいはそれを反映した遺構が、２５次調査北部の

下層水田に含まれる可能性が考えられる。

以上から、２５次調査において下層水田と中一下層水

田間で確認した遺構は、１８次調査下層水田と中一下層

水田間の遺構と、自然流路埋没後中層水田以前という

[中一下層水田間］
■

[上層水田］

図１３１１８次調査・２５次調査区の遺構の変遷(2)（縮尺1/600）

195



時間幅は共有するものの、明確な対応関係は確定でき

ないとしなければならない。

一方、中層水田上の上層水田は、土層断面が連続し

て両調査区全面に広がるが、検出畦畔に不連続が多

く、２５次調査区の南部と東辺において、１８次調査側よ

り水田検出標高の高い範囲がある（図26)。２５次調査

では、Ⅱ‐１層による撹乱判別が難しく、Ⅱ‐２－①層

の残存厚が一定でなく安定せず、Ⅱ‐ｌ層あるいはⅡ

-2-①層を残したまま、上層水田検出に及んだとみら

れる。そのため、Ⅱ‐２－②層取り上げ遺物に、Ⅱ‐１

層．Ⅱ‐２－①層出土遺物が含まれている。

(1)遺構の変遷

以上の確認に基づき、出土層序毎に遺構の変遷を整

理する（図１３０．１３１)。

[自然流路］

２５次調査区全面が自然流路内に位置し、１８次調査区

南半が微高地にあたり、掘立柱建物など、若干の遺構

が微高地上に出土している。自然流路は、北東方向か

ら南西に流れ込み、１８次調査北東部で北西方向に転じ

る。最深部未掘ながら、南側微高地から深さ１５ｍ以

上を測る。北側へは、約50ｍで一度Ⅳ層が高まり北岸

をなすが、さらに北側に深い流路が控え、より幅広の

流路帯を呈する。流水による砂喋・砂層の堆積が進行

した後、恒常的な流水が停止した窪地にシルト質土の

堆積が進み、開田条件が整う。

[下層水田～中一下層水田間］

下層水田から中一下層水田については、可能な範囲

でそれぞれの状況に言及しておく。

ｉ）下層水田

自然流路が埋没した窪地に下層水田が開かれるが、

北東側にはSR-301-②．③層の高まりが残って開田さ

れず、２５次調査北部には、さらに水田外の範囲が広が

る可能性がある。南側微高地上には掘立柱建物が存

在し、水田域への落ち際に幹線水路である18次調査

SD-301と支線水路１８次調査SD-302が平行して設けら

れ、１８次調査ＳD-307.25次調査SD-211が北側に分岐

する。１８次調査SD-301は、自然流路の屈曲部を幅広

の水溜状とし、旧地形を利用した配水施設の構築が窺

え、水田面も真北より旧自然流路の方向に傾く。

ii）中一下層水田間

中一下層水田間では、微高地の落ち際に位置し基

幹水路にあたる１８次調査ＳD-208.209と、２５次調査

196

SD-150が、約10ｍの間隔でほぼ平行して出土してい

る。そして、２５次調査北部で下層水田とした一部に、

本来この層序に対応するものが含まれる可能性を指摘

した。すると、少なくともこの段階からは、２５次調査

区全面に水田が展開し、出土した水路がいずれも下層

水田にほぼ平行することから、想定される水田配列は

下層水田と大きく異なるものでなかったと推測でき

る。その中で、１８次調査ＳD-208.209は切り合い関係

があり、微高地上には掘立柱建物群が展開する。

[中層水田］

開田域が若干南に広がり、水田面は真北から若干傾

いて並ぶ。一方、微高地上には、華による耕作痕跡と

小溝群､そして水路の不在から､畠の存在が指摘され、

低位の水田・高位の畠という景観が復元できる。水田

の基幹水路は18次調査SD-lOlで、間隔を開けて１８次

調査ＳD-102.103が併設される。そして、これらの西

側に水溜遺構SX-l21を設ける。２５次調査区では水路

が出土せず、低位の水田間では隣接する水田との水口

を通した配水となる。

[上層水田］

１８次調査区の南端を除いて、ほぼ全域が水田域とな

る。幹線水路は南側のより高位に存在したと推測さ

れるが、支線水路の１８次調査ＳD－１０．１２がほぼ東西方

向に走り、これらと連なる南北方向の溝が、１８次調

査SD-24から25次調査SD-041へと連続する。２５次調査

では、整然とした水田配列を認識できなかったが、

SD-O41とともに、南北方向の畦畔が真北方向にほぼ一

致し、１８次調査区から25次調査区の全域に、真北方位

に沿った水田配列が想定できる。一方で、中層水田ま

でみられた水溜状遺構は認められず、より安定した配

水体系の整備が窺える。

[まとめ］

自然流路埋没以降、水田の開田・埋没を繰り返しな

がら、水田域が南へと広がる。下層水田・中層水田で

は、旧自然流路の微地形に規制された、あるいは利用

した水田配列・配水であったのが、上層水田では、真

北方位に沿って縦横に直線的な水路が配されるように

なる。また、南北の水田面標高差は、下層水田の20ｃｍ

前後、中層水田の30cm前後から、上層水田で50cm前後

に増大し、より高位への水田拡張が窺える。北側低位

部の25次調査においても、１８次調査で指摘されていた

上層水田開田の画期を、平面的に、そして垂直方向に

確認できたことになる、
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(2)遺構の時期

遺構の変遷について、具体的時期を明示しないま

ま、記述を行ってきた。２５次調査報告において触れて

きた各層・遺構の出土遺物と、隣接連続する18次調査

の対応する各層・遺構の出土遺物に、少なからぬ差異

がみられたためである。両者の差異を提示した上で、

１８．２５次調査に連続する各層・遺構について、現時点

での位置づけを新たにする。

１８次調査報告では、土師器・黒色土器の型式分類

と、出土層位から読み取ることのできる型式変遷が示

され、瓦器塊や貿易陶磁器による年代観を加えて、各

層・遺構の年代比定がなされた。２５次調査出土遺物に

ついても、同じ型式分類に基づき、各層・遺構出土遺

物の消長を確認する。ただし、１８次調査報告で両黒黒

色土器塊ＫＲＷ②～④としたものは、一般的な両黒土

器と異なり、胎土や製作技法から瓦器の範傭で扱う。

また、土師質土器羽釜は、口縁部から下がった位置に

突帯を貼り付ける①と、口縁端部に接して突帯を貼り

付ける②に分類する。さらに、白磁碗Ⅱ～Ⅳ類、龍泉

窯系青磁碗Ｉ‐４類など、主要な貿易陶磁器も変遷に

加えて整理し、各層・遺構毎に年代を再考・確認する

(図132)。
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[自然流路の埋没］

１８次調査SR-400-③層は部分的な調査に留まり、古

代後半までの遺物出土が報告され、SR-400-②層も柱

状高台土師器等が出土し、古代後半の位置づけがなさ

れた。一方、２５次調査SR-301については、最深部未

掘ながら、調査区ほぼ全域で③層の掘り下げを行い、

縄文時代から古代に及ぶ大量の遺物が出土したが、内

黒の黒色土器など、古代後半に降る遺物はみられず、

８世紀後半から、遅くとも９世紀前半までである。

SR301-②層でも縄文時代から古代に及ぶ遺物出土が

確認できたが､最新相は内黒の黒色土器（塊ＫＵＷ①・

坪・蕊）であり、少し降って９世紀後半である。ま

た、Ⅱ‐２－⑤．⑥層・SR-301-①層に紛れ込んだ、本

来SR-301-②層出土の可能性がある遺物も、９世紀後

半以前のものである。以上から、自然流路は９世紀後

半頃までに大半が埋没しながら、１０世紀後半頃までは

流水を伴い、以後流水が停止したとみられる。

流水停止後のシルト質土については、１８次調査

SR-400-①層で、ＨＳ①．ＨＷＷ①．②．ＨＷＥ②．ＨＴ

①．ＫＵＷ①の組み合わせに基づき、１０世紀後半から

１１世紀の時間幅を読み取り、上部Ⅱ‐２－⑤．⑥層出

土遺物との整合性から、１０世紀後半頃までとした。２５

次調査SR-301-①層では、１８次調査出土遺物の組み合

塵＝－=１８次調査出土遺物篭鍵蕊蕊＃２５次調査出土遺 物

図１３２２５次言周査・１８次調査の各層・遺構における出±型式の消長
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わせに、ＨＳ②．ＨＷＥ①．ＫＵＷ②．③が加わり、１０

世紀後半から11世紀の時間幅の中でも、最新相まで含

む｡上位のⅡ‐２－⑥が残った可能性は否定できないが、

想定される時間幅の中でも新しい段階の、１１世紀中頃

から後半に位置づけられる可能性が高い。１０世紀後半

に流水が途絶えた後､１１世紀中頃から後半までの間に、

窪地へのシルト質土の堆積が徐々に進行したと復元で

きる。

[下層水田～中一下層水田間］

下層水田から中一下層水田間については、遺構変遷

の整理において、２５次調査出土遺構と18次調査出土遺

構の明確な対応関係は確定できないとした。これを前

提に、本来の下層水田開田、埋没、そして中一下層水

田間の時期について、絞り込むことのできる可能性を

提示する。

ｉ）下層水田の開田

１８次調査では下層水田の開田を、Ⅱ-2-⑥層出土遺

物の、ＨＳ①．②ＨＷＷ②．③ＨＷＥ①～③｡ＨＴ①．

KUW①．②の組み合わせから、１０世紀後半から１１世

紀の時間幅に絞り込んだ。そして、自然流路の最終埋

没を10世紀後半とし､下層水田の開田を１１世紀とした。

２５次調査でⅡ-2-⑥層として取り上げた遺物には、

ＨＷＷ④．⑤．ＫＵＷ③が加わる。ただし、調査区北

東部でSR-301-②層の遺物が紛れ込むとともに、調査

区北部の下層水田に中一下層水田間の水田を残してい

るとすると、より新しい遺物が紛れ込んでいる可能性

もある。それでも､25次調査で新たに加わった遺物は、

紛れ込みと判断した瓦器を除いて、１０世紀後半から１１

世紀の時間幅に収まる。

対応関係が確定できないため、１８次調査下層水田の

時期を25次調査Ⅱ-2-⑥層取り上げ遺物から直接判断

できないが、SR-301-①層を１１世紀中頃から後半に位

置づけるなら、下層水田の開田も１１世紀後半以降とな

る可能性がある。

ii）下層水田の埋没

下層水田の埋没については、１８次調査Ⅱ‐２－⑤層

出土の、ＨＳ②．ＨＷＷ②～④ＨＷＥ②．③ＨＴ①．②．

KUW②．③の組み合わせから、１１世紀後半に求めた。

２５次調査でⅡ‐２－⑤層として取り上げた遺物には、

HS⑤．ＨＷＷ⑤．⑥．ＨＷＥ①．ＫＲＷ①、そして瓦

器坑ＫＲＷ②．③が加わる。ただし､Ⅱ-2-⑥層同様に、

SR-301-②層の遺物と、より新しい遺物が紛れ込んで

いる可能性がある。それでも、瓦器坑は、中一下層水
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田間の水田を残した可能性がある範囲以外で、しかも

水田畦畔を検出した以降の下部でも、Ⅱ-2-⑤層から

比較的安定して出土している。また、回転糸切り痕を

残す土師器小皿（HS⑤）他、新たに加わった新相の

遺物も、中一下層水田間の水田を残した可能性がある

調査区北部に偏らない。一方で、Ⅱ‐２－④層以上で

認められる貿易陶磁器類がみられない。以上から、２５

次調査でⅡ-2-⑤層として取り上げた遺物は、瓦器坑

にやや新しい様相がみられるものの、１２世紀前半まで

降ると判断する。

このような状況から、本来の下層水田埋没が12世紀

前半まで降る可能性を指摘できる。

iii）中一下層水田間

’8次調査では、中一下層水田間でＳＤ-208.209が出

土し、ＨＳ②～⑤．ＨＷＷ②～⑤．ＨＷＥ①～③ＨＴ②．

KUW②～④．ＫＲＷ①、さらに和泉型瓦器坑を伴い、

１２世紀初頭から前半に位置づけた。

２５次調査ではSD-l50が出土したのみで、出土遺物

もＫＵＷ②の存在を認めたに留まる。これに伴った水

田が下層水田に含まれている可能性があるものの、や

はり対応関係は特定できない。

１８次調査で新たに登場が認められたＨＳ③・④は、

25次調査Ⅱ‐２－⑤層でみられたＨＳ⑤と同段階での出

現が想定され、２５次調査Ⅱ‐２－⑤層からあまり時を

経たとは考え難い。復元される水田配列も連続性を示

唆する。Ⅱ‐２－⑤層による下層水田の埋没にあまり

時をおかない12世紀前半から中頃に、中一下層水田間

の水田も位置づけられる可能性がある。

[中層水田の開田］

中層水田は、２５次調査と１８次調査で、その連続が

最も安定的に確認できた水田である。１８次調査Ⅱ‐２

－④層に伴った遺物の組み合わせは、ＨＳ②．④～⑥．

ＨＷＷ②～⑥．ＨＷＥ②．④．ＨＴ③．ＫＵＷ②～④、

そして瓦器坑ＫＲＷ②であり、貿易陶磁器として、白

磁体部片の出土が報告されている。これに基づき、中

層水田の開田を１２世紀中頃と１８次報告ではした。

一方､25次調査Ⅱ‐２－④層では､ＨＴ①｡②．ＫＵＷ①・

瓦器坑ＫＲＷ③、そして、貿易陶磁器の白磁碗Ⅱ類・

同Ⅳ類、龍泉窯系青磁碗Ｉ‐４類が加わる。白磁碗Ⅳ

類と龍泉窯系青磁碗Ｉ‐４類の組み合わせは、和泉型

瓦器坑Ⅲ‐１．２類とともに、松山平野では12世紀末

葉から１３世紀前葉に比定され、１８次調査ではこれらが

出土したⅡ‐２－②層を１２世紀末葉から１３世紀前葉と



した◎２５次調査Ⅱ‐２－④層で伴う瓦器塊ＫＲＷ③も、

和泉型瓦器塊Ⅲ‐１．２類あるいはⅢ‐３類に相当し、

中層水田の開田は12世紀末葉以降とすることができ

る。

[中層水田の埋没］

１８次調査では、Ⅱ‐２－③層に伴った、ＨＳ②．⑤。

⑥．ＨＷＷ④～⑦．ＨＷＥ④．ＨＴ③．ＫＵＷ②～④、

そして瓦器坑ＫＲＷ②．③から、１２世紀後半に中層水

田の埋没を位置づけた。

２５次調査Ⅱ‐２－③層出土遺物には、ＨＷＥ②．ＨＴ

②、白磁碗Ⅳ類が加わるが、むしろ古相あるいはⅡ‐

２－④層で既にみられたもので、新たにⅡ‐２－③層の

時期を降らせる遺物はない。それでも、Ⅱ‐２－④層

を１２世紀末葉以降に位置づけたことにより、中層水田

の埋没廃棄もそれ以降に位置づけられる。

[上層水田の開田］

上層水田の開田時期を、１８次調査では、Ⅱ‐２－②

層出土の、ＨＳ⑤．ＨＷＷ④～③．ＨＷＥ④．ＫＵＷ③、

そして瓦器塊ＫＲＷ④から、１２世紀末葉～13世紀前葉

とした。

２５次調査Ⅱ‐２－②層で､ＨＴ②．③･瓦器坑ＫＲＷ②．

③が加わるが、１８次調査より新しいものではない。１３

世紀後半以降の土師質土器羽釜①を少数伴出している

が、２５次調査上層水田面に上位の堆積を掘り残した部

分があり、時期を降らせる根拠にならない。したがっ

て、中層水田開田とした１２世紀末葉以降で、１８次調査

成果が示す時期幅から、上層水田開田を13世紀前葉頃

に比定する。

[上層水田の埋没］

１８次調査Ⅱ‐２－①層では、ＨＳ⑤・ＨＷＷ④～③．

KUW④､そして瓦器塊ＫＲＷ④の組み合わせがあり、

そこに13世紀代の青白磁合子蓋が伴い、１３世紀中頃に

特徴的な口禿の白磁皿が伴わないことから、１３世紀前

半に上層水田の埋没を求めた。

２５次調査Ⅱ‐２‐①層では、ＨＴ②．③・瓦器坑

KRW②が加わるものの、１８次調査より新しいもので

なく、貿易陶磁器も龍泉窯系Ｉ‐5ｂ類など、１３世紀前

半に留まる。他方、１４世紀代まで降る土師質土器羽釜

②もあるが、やはり上層水田面での掘り残しから、時

期比定の根拠とできない。１８次調査成果にしたがい、

１３世紀前半に収まるとする。

[Ⅱ‐１層］

２５次調査では、Ⅱ‐２－①。②層に14世紀代に降る
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土師質土器羽釜が混在し、Ⅱ‐ｌ層にも同様の遺物が

認められた。Ⅱ‐ｌ層については、愛媛大学城北キャ

ンパス造成直前の近現代に及ぶが、その最古相に１４世

紀前後の遺物が含まれることになる。

[まとめ］

一部対応が明確にできなかったものの、１８次調査と

25次調査に連続する各水田について、時期を検討して

きた。１８次調査成果と少なからず差があり、総じて、

25次調査成果は新しい時期を示した。掘り下げ時に掘

り残した部分もあるが、むしろ掘り下げすぎた場面が

少なくない。それらの可能性は既に詳述してきた通り

である。それ故、２５次調査出土遺物が示す新相遺物に

より、位置づけを新たにした。

時期を下げる根拠となった遺物の一つが、２５次調査

Ⅱ‐２－⑤層以上で認められた瓦器塊で、１２世紀後半

から１３世紀に降るものが少なくないと判断したことに

よる。１８次調査との連続が最も安定的におさえられた

中層水田でも、２５次調査Ⅱ‐２－④層では１２世紀後半

以降の瓦器が出土し、さらに白磁碗Ⅳ類、龍泉窯系青

磁碗Ｉ‐４類から､中層水田開田を12世紀末葉とした。

中層水田以前の、自然流路埋没から下層水田・中一下

層水田間についても新しい様相が窺え、１１世紀後半か

ら１２世紀中頃までの可能性を指摘した。

以上から、現時点での各層・遺構の年代比定は、以

下のようにまとめることができる。

自然流路の埋没

流水の停止：１０世紀後半

窪地の埋没：１１世紀中頃～後半

Ⅱ‐２－⑥層の下層水田開田：（１１世紀後半）

Ⅱ‐２－⑤層による下層水田埋没：（12世紀前半）

中一下層水田間の水田耕作：（12世紀前半～中頃）

Ⅱ‐２－④層の中層水田開田：１２世紀末葉

Ⅱ‐２－③層による中層水田埋没：１２世紀末葉

Ⅱ‐２－②層の上層水田開田：１３世紀前葉

Ⅱ‐２－①層による上層水田埋没：１３世紀前半

この結果、１１世紀後半から12世紀中頃にかけて、下

層水田から中一下層水田間の耕作が、ほぼ水田配列を

踏襲しながら続くのに対し、１２世紀末葉以降、中層水

田から上層水田へと短時間で変遷し、その中に上層水

田開田の画期が見いだされることになる。



２出土遺物

水田層は、１１世紀から13世紀の遺物を中心に含み、

表土層中には、戦前の練兵場時代の遺物が存在してい

た。一方、水田層以前の遺物は、自然流路SR-301埋

士に大量に含まれる。シルト質土層であるSR301-①

層出土遺物においても遺物表面が磨滅したものが少な

くなく、流水性のSR-301-②層．③層出土遺物では、

さらに磨滅したものが多い。具体的移動距離は不明と

せざるを得ないが、SR-301埋土出土の遺物は、２５次調

査区周辺および東側上流部からもたらされたものであ

る。したがって、その遺物内容から、流路上流域を中

心とした、２５次調査区周辺の遣跡形成の動向を知るこ

とができる。これまでの周辺既往調査成果との対応を

確認しながら、以下時代毎に遺物内容を確認する。

(1)縄文時代の遣物

自然流路SR-301埋土中最古は、少数ではあるが、

縄文時代中期に遡る（図120-737～739)。周辺では、

文京遺跡21次・２４次調査でⅣ層下部から縄文前期末の

土器が出土し、他にも愛媛大学城北構内の各所で、少

数ながら中期の土器出土が確認されている。SR301出

土縄文中期土器も、このような文京遺跡一帯への、前

期末以降の人間活動開始を示す資料と言える。

文京遺跡一帯で、遺構とともに、まとまった遺物が

出土し始めるのは縄文後期である。愛媛大学構内で

は、東部の文京遺跡21次．２４次調査で炭化物・焼土の

集中があり、北部の９次調査や30次調査でも土器が出

土している。それ以上に､南側の微高地では､まとまっ

た遺物・遺構の出土がみられる。１１次調査では野外炉

を伴い多くの土器が出土し、２７次調査で土壌や土器・

炭化物の集中地点があり、３１次調査では土壌化した包

含層が広がり、土壌や柱穴も出土している。３２次調査

では自然流路が出土し、３３次調査では土壌・野外炉な

どの出土である（表１）。このような後期遺跡の増大

と呼応するように、SR-301においても縄文後期土器の

出土が増え（図120.121)､双耳壷（図120-745）といっ

た特殊な土器もみられる。

これが晩期となると、SR-301ではやや遺物数が減る

(図121)。同時期の遺跡は、東側の文京遺跡21次．２４

次調査や道後今市遺跡があり、多くの遺物が出土して

いる。これらに比べて、２５次調査区の近傍での縄文晩
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期土器の出土は多くない。より東側に偏った縄文晩期

遺跡の展開を、２５次調査SR-301出土遺物も示してい

ると言える。

(2)弥生時代の遺物

自然流路SR-301からは、前期から後期のほぼ全期

間に及ぶ弥生土器が出土している（図６８．７５～77.

107～119)。２５次調査区南側には、中期後葉から後期

前菜に大規模密集型集落が営まれ、SR-301からは同時

期の遺物が多く出土している。

ただし、この時期だけに偏ってはいない。文京遺跡

21次．２４次調査で確認されている前期前半の土器があ

るとともに、大学構内ではほとんど出土していない、

前期後半から中期中葉の土器も一定量含まれる。これ

までの大学構内における調査成果から、このような

時期の遺跡が25次調査区周辺にまとまって展開してい

たとは考え難い。大学構内を超えた、より東側からの

比較的長距離の流出が想定できよう。同時にこのこと

は、道後城北遺跡群における弥生時代遺跡の継続性を

反映しているとも言える。

なお、出土弥生土器には、他地域からの搬入品ある

いは他地域系譜のものが存在する。前期では角閃石を

多く含んだ夜臼系の壷（図105-434）がある。中期後

葉から後期には、中部瀬戸内系の土器が認められ（図

109-513～517、図114-629、図１１７－７１６．７１７)、南

九州の山ノロ式土器の搬入品もある（図68-133)。前

期の壷を除いて、大規模密集型集落が営まれた時期に

重なり、当該期の多様な地域間交流を反映したものと

評価できる。

(3)古墳時代の遺物

古墳時代になると、自然流路SR-301出土遺物は減

る。前期はそれでも若干の遺物が認められ、周辺でも

37次調査Ｘ区で古墳時代前期の自然流路の出土がみら

れた。ところが、中期の土師器はほとんどなく、須恵

器にも中期に遡るものはほとんどみられない（図７０．

７７．１０３．１０４)。この状況は、周辺既往調査で成果と

も符合する。

それが後期になると、SR-301からは須恵器がまと

まった出土数となる（図6５．６６．７４．７５．８６．９２．９３



SＢ

Ⅲ調査のまとめ

等)。古墳時代後期には、文京遺跡１４次調査区．１６次

調査Ｂ区を中心に、南側の13次調査区、２０次調査区、

５次調査区にも遺跡の広がりを確認できる。１４次調査

では、竃を備えた方形四本柱の竪穴式住居が密集して

営まれ、２５次調査区SR-301は、ちょうどその北側に

あたる。SR-301出土古墳時代後期の遺物は、その集落

からの供給が中心と考えられる。

1Y=-67310 １Y=-67300 １Y=-67290 1Y=-67280

X二９

(4)古代の遺物

続く古代において、自然流路SR-301の出土遺物は

増大する。土師器・須恵器など、７世紀から下層水田

が開田される11世紀までの遺物が認められる（図64～

６９．７３～７６．８３～８５．８７～104等)。その中でも、８世

紀代を中心とした赤彩を施した土師器が多く認められ

（図84等)、他にも奈良二彩（図65）や須恵器硯（図

100）等の特徴的な遺物が存在する（巻頭図版４)。

軒瓦こそないが、布目瓦も少なくない（図６６．７３．

１０１．１０２)。さらに、９世紀以降も、緑粘陶器（図55

-24）や灰粕陶器（図64）などの遺物が存在する。

ところが、大学構内において、この時期の遺構・遺

物はほとんど出土していない。やや範囲を広げてみて

も、松山大学構内遺跡６次調査で、９世紀後半から１０

世紀前半に位置づけられる土坑群が出土しているに留

まる。ただ､この時期に該当する可能性のある遺構は、

大学構内にも指摘できる｡25次調査区南側の微高地上、

１６次調査Ｂ区で出土したSB-1である。６間×３間の

掘立柱建物で、南北長辺約11ｍ、東西短辺４～45ｍ

■、

Ｉ25次調査区.１８次調査Ａ区］

′ツ

'６次調査巳区SＢ－１（北から）

N16次調査Ｂ区Ｉ

顔

…~…譲議鍵蕊霧驚

１

図１３３文京遺跡１６次調査Ｂ区SB-OO1柱穴埋土(西から）
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図１３４文京遺跡25次調査・１８次調査Ａ区

・１６次調査Ｂ区の古代遺構配置図

（縮尺1/600）
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を測る。柱穴平面形は隅丸長方形で、柱痕跡は径20ｃｍ

弱。柱周囲は互層状にしっかり埋土を固めている（図

１３３．１３４)。残念ながら出土した遺物は古墳時代後期

までだが、遺構自体の特徴から、古代に位置づけられ

る可能性が高い。

一方、古代の特徴的な遺物も、これまでの文京遺跡

の調査では出土していない。周辺に目を転じてみて

も、やや東に離れ、岩崎遺跡で８世紀代の暗文土師器

や土馬、９世紀後半から１０世紀の緑粕陶器・灰粕陶器

が出土し、道後町遺跡で９世紀後半から１０世紀前半の

緑紬陶器・灰粕陶器が、西側の松山大学構内遺跡３次

調査で暗文土師器、同６次調査で石帯（丸輔）と若干

の赤彩土師器がみられる程度である。岩崎遺跡や道後

町遺跡は１km以上距離が隔たり、遺物の磨滅状況は、

これほどの長距離移動のものばかりではない。西側の

松山大学構内遺跡は現時点で最も近接するが、流路下

流で遺物量も少ない。道後城北遺跡群において、古代

の遺跡が各所に点在しながらも、２５次調査自然流路に

召古代前半の迩禍･遡鞠が出土した鯛萱区

[．古代前半の適嫡.過物が出±ていない飼萱区
ロ

もたらされた一連の古代遺物の供給地は、別の未知の

地点に求めざるを得ない（図135)。

遺物・遺構にしても、直接結びつけることのできる

遺跡は周辺に確認されていないが、道後城北には湯之

町廃寺や内代廃寺が存在し、温泉郡あるいはそれ以

前の湯評の領域内に、文京遺跡一帯も含まれる。赤彩

土師器や須恵器硯、奈良二彩などの特徴的な遺物から

は、本調査区周辺に８世紀代の未見の官衝関係施設あ

るいは古代寺院の存在も充分想定される。そして、９

世紀以降の緑粘陶器や灰粕陶器の存在は、想定される

官街関係施設あるいは古代寺院の機能が、９世紀から

１０世紀まで存続した可能性を示唆する。松山大学構内

遺跡６次調査の土坑群は、その具体的遺構の広がりの

一部の可能性がある。

道後城北遺跡群においては、弥生時代だけでなく、

官簡関係施設あるいは古代寺院といった古代遺跡も展

開していたことを、今回の調査から推測できる。詳細

は、周辺上流域での調査の進展を待って検討したい。

５００ｍ

[．丘陵 ［．扇状地面上の微富地”中･近世城郭の堰

口洪柵段丘鶴識面上の谷状騒房製爵川の中世以隠

図１３５道後城北における古代前半の遺跡（縮尺1/20,OOO）
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